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１ 自己点検・評価の考え方 

９回目となる自己点検・評価は、平成２７年度事業を対象に、政策効果の把

握、必要性、効率性等について、自ら評価を行い、その結果を公表し、政策立

案を的確に行うと共に住民に対する説明責任を果たす上で重要と考えており

ます。 

① 下妻市教育委員会は、これまで本市の教育の発展のために様々な事業に着

手し、その結果等を踏まえて改革に取り組んで参りました。 

② 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の改正に伴い、平成２０年度か

ら、教育委員会の権限に属する事務の全てにおいて、その管理・執行状況に

ついて点検及び評価を実施しております。 

 

 

 
２ 具体的な点検・評価の実施方法 

（１）点検及び評価の対象について 

 点検及び評価の対象とする事務事業は、点検及び評価を行う前年度（２７

年度）の事務事業７１事業について評価シートを作成し、一次評価及び二次

評価を行いました。その内、事務局が選定した１７事業について、評価委員

のヒアリングを行い、さらに評価委員が選定した９事業について外部評価を

実施します。 

 
（２）評価結果の取り扱いについて 

 教育委員会が行う事務事業の点検及び評価に関する結果を報告書として取

りまとめ、市議会定例会に提出するとともに、ホームページにより市民に公

表します。 

〈参考〉地方教育行政の組織及び運営に関する法律 
（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 
第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第一項の規定により教育

長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第三項の規定により事務

局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及

び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、

公表しなければならない。 
２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有

する者の知見の活用を図るものとする。 
（平成２０年４月１日施行） 
（平成２６年６月２０日改正） 
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３ 評価実施の流れについて 

（１）内部評価 

下妻市の行政評価実施要綱に基づき、教育委員会の事務事業について評価

シートを作成し、内部評価を行います。 

ア．一次評価（担当課長） 

   事業の方向性②経営資源の投入量③次年度の取組方針（改善方法）に

ついて評価を行います。 

 
（２）外部評価（評価委員） 

ヒアリングを行った１７事業のうちから９事業を選択し、評価委員による

外部評価を行います。 

 
４ 点検及び評価に関する評価委員について 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条第２項の規定の趣旨

に基づき、事務事業の点検及び評価を行うに際し、教育に関し学識経験を有

する者、教育に関し識見を有する者に評価委員を委嘱し、教育委員会が行っ

た点検及び評価の結果について意見をいただきます。 

 
ア．評価委員 

氏 名 役   職 

中島 成行 代表評価委員 

塚田ヒロ子 評価委員 

 
 イ．委員会開催状況 

回 開催期日 内容 

１ ８月４日（木） ○各課との事業ヒアリング 

○評価対象事業の選定について 

２ ８月２３日（火） ○現地視察 

（高道祖小学校体育館、東部中学校体育館及び

武道場） 

○外部評価について（再ヒアリング） 

○報告書（案）について 
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５ 点検・評価の結果 

 

№21 小学校体育館老朽改修事業【学校教育課】 

耐震性を有する小学校体育館であっても、建築後３０年以上経過すると、

経年劣化により、安全面や機能面での不具合を引き起こすことが予想されま

す。避難所でもある小学校体育館を改修することは、耐用年数を延ばし、安

全性、利便性、衛生性の確保ができると考えられます。 

今後も、子ども達の安全確保はもちろんのこと、地域の防災機能強化の観

点からも、国の補助金などの資金を最大限活用し、計画的に改修事業を進め

るようお願いします。 

 
№23 吊天井撤去事業【学校教育課】 

地震等により、体育館や武道場の天井材が崩落し、生徒が負傷するなど人

的被害が生じていることから、高所からの落下物を防止することは、極めて

重要なことだと考えられます。 

近年、地震が頻繁に発生していることからも、基準を満たしていない中学

校体育館・武道場の吊天井撤去を、適正な時期に着実に実施したことは、評

価に値します。 

 
№24 市立幼稚園・学校訪問事業【指導課】 

学校訪問は、本市の教育目標の具現化に向けて、教職員の指導力の向上を

図ることを目的として行われています。 

指導主事から学校経営や学習指導法の工夫改善、諸表簿の記入等について

の助言、国や県の方向性や施策、市の教育の重点について指導助言すること

は重要であると思われます。 

また、教育長からの教職員の心構えや危機管理等についての講話や、新採

教員及び異動後２年目の教員と面談を行う行為は、教師のやる気を高め、服

務規律の確保を図る上でも有効であると考えられます。 

今後も継続し、教育活動の一層の充実を図ることをお願いします。 

 

№27 適応指導教室（スクールサポートセンター）運営事業【指導課】 

学校だけでは解決しにくい生徒指導上の諸問題について、学校、家庭、関

係諸機関と連携を図りながら相談活動を行い、問題の解消に取り組んでいる

ことは、非常に評価できます。 

近年、発達障害のある児童生徒への対応に学校が苦慮するケースが増え、

特別支援教育相談室を設置し、それらの児童生徒や保護者、先生方の相談に
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当たっていると報告を受け、引き続き、学校や関係機関との連携を図りなが

ら支援をお願いします。 

 
№40 指定文化財調査・管理・活用事業【生涯学習課】 

市内には、国・県・市の指定文化財が４３件、また、国の登録文化財が１

件あり、この貴重な地域財産を調査管理していくことは、後世に市の伝統あ

る文化を受け継いでいくために大変重要なことであると考えられます。 

引き続き、定期的な巡視活動の実施、適正な維持管理を行うとともに、今

後リニューアルオープンする「ふるさと博物館」との連携により文化財の活

用を図り、市民の文化財に対する関心と保護意識の向上が図れる取り組みを

お願いします。 

 
№59 千代川運動公園維持管理・運営事業【生涯学習課】 

千代川運動公園は、生涯スポーツ活動の拠点施設の１つとして位置づけら

れています。そのためにも、市民がいつでも安全に利用できるよう、継続し

た適正な維持管理及び保守点検は必要であると考えられます。 

日頃から、ウォーキングやジョキング、野球やサッカーなど、市民がそれ

ぞれの目的にあわせ利用できるよう、また、平成３１年度に開催される茨城

国体の会場となることからも、今後も、生涯スポーツの普及推進に努め、計

画的な改修整備を行うようお願いします。 

 
№60 公民館教室事業【公民館】 

公民館教室事業は、ますます増加する高齢化社会の中で、高齢者に生きが

いを提供する生涯学習の拠点として、大きな役割を果たす事業と考えられま

す。 

また、市民の多様な学習活動を支えるものとして、今後も必要な事業と思

われますので、幅広い世代が参加しやすい講座を開催し、市民の学習意欲や

教養の向上、市民相互との交流を深める活動支援を期待します。 

 

 
№65 市民センター管理事業【公民館】 

市民センターは、地域の文化学習、レクリエーション等の活動場所を提供

し、地区住民のコミュニティ活動の活性化に結びついていると思われます。 

利用者が施設を快適に利用するため、引き続き適切な施設の維持管理に努

め、計画的な修繕や備品の入れ換えなどを行い、さらに市民が使いやすい施

設となるようお願いします。 
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№70 蔵書管理事業【図書館】 

図書館は、市民の文化、教養の向上への要求に対し、適切な資料を提供す

る施設であり、利用者へ迅速に資料提供をするための蔵書管理は非常に重要

であると考えられます。 

また、持出防止システムにより、近隣の市町村より不明本が少ないという

ことは、非常に評価できますので、今後も適切に蔵書管理をし、市民の要望・

提案に対応しながら、図書館の運営をお願いします。 

 

 
６ 総合評価 

平成２７年度教育委員会所管事務事業の点検及び評価につきましては、資料

に基づき、各課館長及び担当者から説明を受け、小学校体育館老朽改修事業及

び吊天井撤去事業の現場視察を行うとともに、多様な角度から点検・評価を行

いました。 

２人の評価委員が、それぞれの立場・見識、また経験に基づき、より多面的

に検証を行うとともに、説明内容については、できるだけ具体的な内容につい

て求め、検証が円滑に行えました。 

今回は、評価対象全事業７１事業の内、１７事業のヒアリングを行い、その

中から９事業の外部評価を行いました。外部評価をした事業につきましては、

的確な説明及び事業の方向性が示され、適切に計画・実施されていると評価し

ております。 

なお、昨年度も意見させていただきましたが、見直しの余地があると自己評

価をした事業につきましては、常に客観的で正確な状況分析を的確に行い、見

直すべきところの問題意識を持って、事業を遂行するようお願いします。 

また、厳しい財政運営を強いられているとは思いますが、国や県の財政的措

置について情報の収集を行い、事業内容により重点的な予算配分を行う必要が

あると考えます。 

教育委員会の事務事業は、様々な教育課題への対応や児童生徒及び市民の

方々に応じた学習などのあり方を研究することも必要であるため、本市の模範

となるような先進的な取り組みを行い、市民の理解と支援に基づく教育活動の

活性化を図ることを期待しております。 
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資料１ 

教育委員会の事務事業一覧 
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※網掛けは、評価委員による外部評価を行った９事業を示す。

番号 課　　名 事　務　事　業　名 備　考

1 学校教育係 教育委員会運営事業

2 学校教育係 ＴＴ非常勤講師配置事業

3 学校教育係 生活指導員配置事業

4 学校教育係 教育委員会事務評価事業

5 学校教育係 地域教育推進委員会事業

6 学校教育係 中学校スポーツ振興事業

7 学校教育係 就学時健康診断事業

8 学校教育係 健康診断推進事業

9 学校教育係 学校給食運営事業

10 学校教育係 小中学校就学援助事業

11 学校教育係 幼稚園運営事業

12 学校教育係 幼稚園送迎バス委託事業

13 学校教育係 幼稚園就園奨励費事業

14 施設係 学校ＩＣＴ環境の整備、維持管理

15 施設係 安全対策事業

16 施設係 小中学校管理事業

17 施設係 幼稚園・小中学校施設維持修繕事業

18 施設係 学校等教育備品の購入事業

19 施設係 小中学校図書購入事業

20 施設係 小学校送迎バス委託事業

21 施設係 小学校体育館老朽改修事業

22 施設係 下妻中学校改築事業

23 施設係 吊天井撤去事業

24 指導係 市立幼稚園・学校訪問事業

25 指導係 不審者対策事業

26 指導係 学力向上対策事業（ALT配置事業）

27 指導係 適応指導教室（スクールサポートセンター）運営事業

28 指導係 下妻市教育振興会事業

平成２８年度　下妻市教育委員会事務評価委員会

平成２７年度　教育委員会事務事業一覧
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※網掛けは、評価委員による外部評価を行った９事業を示す。

番号 課　　名 事　務　事　業　名 備　考

平成２８年度　下妻市教育委員会事務評価委員会

平成２７年度　教育委員会事務事業一覧

29 指導係 特色ある学校づくり支援事業

30 生涯学習係 活き活き出前講座事業

31 生涯学習係 家庭教育学級事業

32 生涯学習係 社会教育委員事務事業

33 生涯学習係 社会教育指導員事務事業

34 生涯学習係 生涯学習団体育成事業

35 生涯学習係 人権推進事業

36 生涯学習係 青少年対策事業

37 生涯学習係 青少年団体育成事業

38 生涯学習係 成人のつどい事業

39 生涯学習係 放課後子どもプラン事業

40 文化係 指定文化財調査・管理・活用事業

41 文化係 下妻市史・民俗資料・歴史資料の管理・活用事業

42 文化係 ふるさと博物館運営・管理事業

43 文化係 市民文化会館運営・管理事務事業

44 文化係 文化芸術活動事業

45 文化係 文化祭事業

46 文化係 文化財保護審議会事業

47 文化係 埋蔵文化財調査・管理・活用事業

48 スポーツ振興係 各種スポーツ教室・大会助成事業

49 スポーツ振興係 学校開放事業

50 スポーツ振興係 健康づくり歩く会事業

51 スポーツ振興係 砂沼球場維持管理・運営事業

52 スポーツ振興係 スポーツ教室・健康体操教室事業

53 スポーツ振興係 スポーツサポーター事業

54 スポーツ振興係 スポーツ大会上位大会出場助成事業

55 スポーツ振興係 スポーツ団体事業

56 スポーツ振興係 総合型地域スポーツクラブ支援事業
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※網掛けは、評価委員による外部評価を行った９事業を示す。

番号 課　　名 事　務　事　業　名 備　考

平成２８年度　下妻市教育委員会事務評価委員会

平成２７年度　教育委員会事務事業一覧

57 スポーツ振興係 体育施設維持管理・運営事業

58 スポーツ振興係 スポーツ推進委員会事業

59 スポーツ振興係 千代川運動公園維持管理・運営事業

60 千代川公民館 公民館教室事業

61 千代川公民館 公民館まつり事業

62 千代川公民館 下妻公民館管理事業

63 千代川公民館 大宝公民館管理営事業

64 千代川公民館 千代川公民館管理事業

65 千代川公民館 市民センター管理事業

66 管理係 図書館維持管理事業

67 管理係 図書館まつり事業

68 管理係 映画会開催事業

69 サービス係 資料選定購入事業

70 サービス係 蔵書管理事業

71 サービス係 利用者サービス事業
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（
平

成
年

度
）

金
額

（
千

円
）

3
,7
5
8

目
標

達
成

状
況

の
評

価

1
,2
8
0

1
1
5
,7
4
8

金
額

（
千

円
）

説
明

（
主

な
明

細
等

）

1
1
,3
4
0

老
朽
改
修
工
事
を
１
棟
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

老
朽
改
修
工
事
を
実
施
し
た

棟
数

1
2
0
,0
0
0

2
,8
9
5

体
育
館
大
規
模
改
修
工
事
（
建
築
）

職
員

人
件

費
計

（
千

円
）

人
件

費

評
価

シ
ー

ト
：Ｐ

１
事

務
事

業
評

価
シ

ー
ト

体
育
館
大
規
模
改
修
工
事
（
電
気
設
備
）

款
・
項

・
目

2
,7
0
0

体
育
館
大
規
模
改
修
工
事
監
理

体
育
館
大
規
模
改
修
工
事
（
機
械
設
備
）

総
事

業
費

延
べ

業
務

時
間

（
時

間
）

2
正

規
職

員
従

事
人

数
（
人

）

歳
出

内
訳

6
6
.7

3
3
.3

実
績

活
動

指
標

11

目
標

事
務

事
業

の
目

的
（
成

果
）

老
朽
改
修
工
事
（
大
宝
小
体
育
館
）

計

一
般

財
源

市
債

そ
の

他

国
庫

支
出

金

1
2
2
,8
9
5

市
債

一
般

財
源

8
,1
3
8

計

単
位

説
明

（
主

な
明

細
等

）

8
1
,4
2
4

県
支

出
金

1
7
,5
1
0

県
支

出
金1
．
学
校
教
育
を
充
実
さ
せ
、
豊
か
な
人
間
性
を
も
つ
子
ど
も
の
育
成
を
図
り
ま
す

政
策

(目
標

)【
章

】

主
要

施
策

【
節

】

1
．
新
時
代
を
た
く
ま
し
く
生
き
る
知
・
徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
子
ど
も
を
育
て
ま
す
/
義
務
教
育
、
高
等
教
育

事
務

事
業

の
対

象
・
受

益
者

そ
の

他

1
5
,3
2
0

1
1
2
,0
8
2

平
成

2
7
年

度
（
決

算
）

国
庫

支
出

金

7
9
,0
0
0

平
成

2
8
年

度
（
予

算
）

2
6
,3
8
5

老
朽
改
修
工
事
（
高
道
祖
小
体
育
館
）

事
業

内
容

財
源

内
訳

安
全
で
快
適
な
学
校
教
育
環
境
の
整
備
充
実
　
（
3
-
1
-
1
①
）

児
童
、
教
職
員
、
学
校
施
設
利
用
者

学
校
施
設
の
老
朽
改
修
を
推
進
し
、
安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り
に
寄
与
す
る
。

関
連

個
別

計
画

実
施

計
画

事
業

は
実

施
計

画
シ

ー
ト

も
作

成
し

て
く
だ

さ
い

新
規

／
継

続

2
1

3
．
人
が
活
き
活
き
と
心
豊
か
に
暮
ら
す
文
化
創
造
都
市
を
目
指
し
て

小
学

校
体

育
館

老
朽

改
修

事
業

事
業

年
度

期
限

年
度

～
平

成

係
2
7

整
理

番
号

部
施
設
係

2
6

2
9

7
課

教
育
部

学
校
教
育
課

2
4

老
朽
改
修
工
事
を
実
施
し
た

棟
数

部
課

名

事
務

事
業

名

□
評

価
対

象
事

業
費

1
2
2
,8
9
5

1
1
2
,0
8
2

事
業

区
分

実
施

形
態

関
係

法
令

条
例

等

総 合 計 画 上

の 位 置 づ け
個

別
施

策

体
育
館
大
規
模
改
修
工
事
監
理

事
務

事
業

の
内

容
（
概

要
）

7
,2
0
0

1
0
･2
･1

分
野

別
施

策
【
項

】

款
・
項

・
目

目
標

活
動

指
標

成
果

指
標

小
学
校
体
育
館
老
朽
改
修
事

業
進
捗
率

％

３
棟
の
う
ち
１
棟
に
つ
い
て
老
朽
改
修
工
事
を
行
い
、
計
画
通
り
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

次
年
度
か
ら
も
計
画
的
に
老
朽
改
修
工
事
を
進
め
る
計
画
で
あ
る
。

活
動

指
標

成
果

指
標

小
学
校
体
育
館
老
朽
改
修
事

業
進
捗
率

目
標

小
学
校
体
育
館
老
朽
改
修
事
業
に
係
る
進
捗

率
（
全
３
棟
：
高
道
祖
小
、
大
宝
小
、
大
形
小
）

平
成

2
7
年

度
平

成
2
8
年

度

1

種
類

成
果

指
標

実
績

実
績

歳
出

計
+
職

員
人

件
費

（
千

円
）

3
,6
6
6

計
（
千

円
）

種
類

老
朽
改
修
事
業
計
画

棟 実
績

目
標

3
3
.3

指
標

名

指
標

名
説

明

老
朽
施
設
と
な
っ
て
い
る
小
学
校
体
育
館
の
改

修
工
事
を
実
施
し
た
棟
数

（
全
３
棟
：
高
道
祖
小
、
大
宝
小
、
大
形
小
）

□
評

価
指

標

学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
交
付
要
綱

小
学
校
体
育
館
の
老
朽
改
修
を
実
施
し
、
学
校
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
る
。

体
育
館
大
規
模
改
修
工
事

1
0
･2
･1

9
4
,2
8
4

無
有

実
施

計
画

事
業

実
施

計
画

外

直
営

委
託

負
担

金
補

助
金

新
規

継
続
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事
務

事
業

の
目

的
は

、
市

の
政

策
体

系
と

結
び

つ
い

て
い

る
 (
総

合
計

画
な

ど
）

　
　

　
　

法
定

受
託

事
務

で
あ

る
な

ど
、

市
が

実
施

す
る

義
務

が
あ

る

　
　

　
　

事
業

を
休

廃
止

し
た

場
合

、
市

民
生

活
（
行

政
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

）
に

深
刻

な
影

響
が

発
生

す
る

　
　

　
　

事
業

開
始

か
ら

の
社

会
情

勢
の

変
化

を
踏

ま
え

て
も

十
分

な
ニ

ー
ズ

が
あ

る

　
＜

T
o
ta

l判
定

の
根

拠
な

ど
、

必
要

性
に

関
す

る
補

足
説

明
＞

　
事

業
費

：
％

％

　
労

働
量

：
％

％

　
＜

T
o
ta

l判
定

の
根

拠
な

ど
、

目
的

達
成

状
況

に
関

す
る

補
足

説
明

＞

　
　

　
　

社
会

情
勢

や
ニ

ー
ズ

の
変

化
等

を
踏

ま
え

る
と

、
サ

ー
ビ

ス
対

象
・
水

準
を

見
直

す
必

要
が

あ
る

　
　

　
　

事
業

費
や

人
件

費
な

ど
の

コ
ス

ト
を

下
げ

る
余

地
が

あ
る

　
　

　
　

民
間

事
業

者
や

N
P

０
な

ど
に

任
せ

ら
れ

る
業

務
が

あ
る

　
　

　
　

当
該

事
業

の
内

容
が

一
部

の
受

益
者

（
特

定
の

個
人

や
団

体
）
に

偏
っ

て
い

る
　

（
公

平
性

）

　
　

　
　

類
似

事
業

と
の

統
廃

合
・
連

携
の

可
能

性
が

あ
る

＜
T
o
ta

l判
定

の
根

拠
な

ど
、

効
率

性
・
妥

当
性

に
関

す
る

補
足

説
明

＞

小
学
校
体
育
館
老
朽
改
修
事
業
が
適
切
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

改
修
が
必
要
な
体
育
館
を
国
庫
補
助
事
業
に
よ
り
計
画
的
に
進
め
て
い
く
。

次
年

度
(H

2
9
年

度
)

に
お

け
る

対
応

方
策

中
長

期
的

な
視

点
で

の
対

応
方

策

評
価

者

　
　

【
必

要
性

　
Ｔ

ｏ
ｔａ

ｌ判
定

】

　
　

  
  
 成

果
に

関
す

る
昨

年
度

の
目

標
は

概
ね

達
成

で
き

た

　
　

  
　

 「
取

り
組

み
方

針
（
改

善
方

針
）
」
な

ど
指

標
に

表
れ

な
い

事
項

に
つ

い
て

昨
年

度
の

目
標

は
達

成
で

き
た

本
事
業
は
、
小
学
校
体
育
館
の
老
朽
改
修
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、
児
童
の
安
全
確
保
や
地
域
の
防
災
拠
点
の

整
備
と
い
う
観
点
か
ら
安
全
・安

心
な
学
校
づ
く
り
は
必
要
な
事
業
で
あ
る
。

　
　

　
　

活
動

（
量

）
に

関
す

る
昨

年
度

の
目

標
は

概
ね

達
成

で
き

た

事
業

の
方

向
性

耐
震
性
が
あ
る
他
の
学
校
施
設
も
老
朽
化
に
よ
る
修
繕
や
維
持
管
理
も
併
せ
て
、
現

体
制
の
中
で
無
理
の
な
い
事
業
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

次
年

度
(H

2
9
年

度
)

の
取

組
方

針
（
改

善
方

針
）

評
価

者

事
業

の
方

向
性

事
務

事
業

手
法

の
効

率
性

・
妥

当
性

１
次

評
価

　
【
担

当
課

評
価

】

２
次

評
価

【
部

長
評

価
】

方
向

付
け

の
理

由
と

改
革

･改
善

の
内

容

(「
完

了
･終

了
」
「
現

状
の

ま
ま

継
続

」
以

外
を

選
択

し
た

場
合

は
記

入
必

須
)

　
　

【
目

的
の

達
成

状
況

　
T
o
ta

l判
定

】

　
　

【
効

率
性

・
妥

当
性

　
T
o
ta

l判
定

】

老
朽
改
修
工
事
設
計
を
工
事
予
定
の
前
年
度
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
夏
休
み
等
を
生
か
し
た
工
事
発
注
が
で

き
、
現
場
の
安
全
施
工
と
と
も
に
年
度
内
完
成
を
確
実
な
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

□
次

年
度

(H
2
9
年

度
)の

事
業

の
方

向
性

・
実

施
方

針

事
務

事
業

の
必

要
性

事
務

事
業

の
目

標
の

達
成

状
況

学
校

教
育

課
長

教
育

部
長

課
　

題

□
課

題
と

対
応

方
策

評
価

シ
ー

ト
：Ｐ

２
□

事
業

の
点

検

平
成
2
8
年
度
に
つ
い
て
は
、
補
助
未
採
択
の
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
国
や
県
に
対
し
て

積
極
的
に
予
算
要
望
を
す
る
。
次
年
度
工
事
の
補
助
採
択
が
不
透
明
な
状
況
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
１
年
前
倒
し
と
な
っ
た
場
合
の
補
助
採
択
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
す

る
。

国
で
は
学
校
施
設
の
耐
震
化
の
推
進
が
喫
緊
の
課
題
と
し
て
お
り
、
国
庫
補
助
率
の

嵩
上
げ
措
置
を
行
う
な
ど
耐
震
化
事
業
を
最
優
先
と
し
て
い
る
た
め
、
本
事
業
の
老
朽

改
修
事
業
に
つ
い
て
は
補
助
採
択
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

経
営

資
源

の
投

入
量

削
減

本
年

度
並

み
増

加

削
減

本
年

度
並

み
増

加

継
続

廃
止

・
休

止
完

了
・
終

了
統

廃
合

・
連

携

A
：
見

直
し
の
余

地
は
無

い
B
：
見

直
し
の
余

地
が
あ
る

C
：
見

直
し
が
必

要
で
あ
る

Ａ
：
事
業
は
期
待
通
り
の
成
果
が
あ
り
目
標
を
達
成
で
き
た

B
：
事

業
は
期

待
し
た
ほ
ど
の
成

果
が
見

ら
れ
な
い

C
：
事

業
は
成

果
が
少

な
く
今

後
向

上
の
見

込
み
も
な
い

A
：
現

在
も
必

要
性

は
高

い
B
：
必
要
性
が
低
く
な
っ
て
い
る

Ｃ
：
必

要
性

が
な
く
な
っ
て
い
る

現
状
の
ま
ま
継
続

簡
素
化
す
る

効
率
化
を
図
る

手
段
を
改
善
す
る

重
点
化
す
る

見
直

し
の
上

で
継

続
廃

止
・
休

止
完

了
・
終

了
統

廃
合

・
連
携

見
直

し
の

内
容

を
選

択
し

て
く
だ

さ
い

（
複

数
選

択
可

）
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（
平

成
年

度
）

種
類

棟 実
績

目
標

1
0
0

指
標

名

指
標

名
説

明

体
育
館
及
び
武
道
場
の
天
井
撤
去
改
修
工
事

を
実
施
し
た
棟
数

□
評

価
指

標

学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
交
付
要
綱

体
育
館
及
び
武
道
場
の
吊
天
井
が
、
地
震
の
際
に
落
下
の
恐
れ
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
対
策
工
事
を
行
う
。

1
0
･3
･1

1
4
,2
3
4

成
果

指
標

実
績

5
4
0

3
8
,2
3
2

東
部
中
体
育
館
・
武
道
場
天
井
撤
去
改
修
工
事
（
電
気
設
備
）

実
績

歳
出

計
+
職

員
人

件
費

（
千

円
）

3
,6
6
6

東
部
中
体
育
館
・
武
道
場
天
井
撤
去
改
修
工
事
（
建
築
）

計
（
千

円
）

款
・
項

・
目

目
標

活
動

指
標

成
果

指
標

吊
天
井
撤
去
事
業
進
捗
率

％

中
学
校
施
設
非
構
造
部
材
を
耐
震
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

活
動

指
標

成
果

指
標

吊
天
井
撤
去
事
業
進
捗
率

目
標

中
学
校
施
設
非
構
造
部
材
の
耐
震
化
に
係
る

進
捗
率 平

成
2
7
年

度
平

成
2
8
年

度
種

類

部
課

名

事
務

事
業

名

□
評

価
対

象
事

業
費 千

代
川
中
武
道
場
天
井
撤
去
改
修
工
事
（
電
気
設
備
）

0
9
4
,1
3
2

事
業

区
分

実
施

形
態

関
係

法
令

条
例

等

総 合 計 画 上

の 位 置 づ け
個

別
施

策

千
代
川
中
武
道
場
天
井
撤
去
改
修
工
事
（
建
築
）

下
妻
中
武
道
場
天
井
撤
去
改
修
工
事
監
理

事
務

事
業

の
内

容
（
概

要
）

4
7
,8
0
0

1
0
･3
･1

分
野

別
施

策
【
項

】

児
童
、
教
職
員
、
学
校
施
設
利
用
者

学
校
施
設
の
非
構
造
部
材
の
耐
震
化
を
推
進
し
、
安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り
に
寄
与
す
る
。

関
連

個
別

計
画

実
施

計
画

事
業

は
実

施
計

画
シ

ー
ト

も
作

成
し

て
く
だ

さ
い

新
規

／
継

続

2
3

3
．
人
が
活
き
活
き
と
心
豊
か
に
暮
ら
す
文
化
創
造
都
市
を
目
指
し
て

吊
天

井
撤

去
事

業

事
業

年
度

期
限

年
度

～
平

成

係
2
7

整
理

番
号

部
施
設
係

2
7

7
課

教
育
部

学
校
教
育
課

2
4

天
井
撤
去
改
修
工
事
を
実
施

し
た
棟
数

単
位

説
明

（
主

な
明

細
等

）

1
2
,0
0
0

県
支

出
金

県
支

出
金1
．
学
校
教
育
を
充
実
さ
せ
、
豊
か
な
人
間
性
を
も
つ
子
ど
も
の
育
成
を
図
り
ま
す

政
策

(目
標

)【
章

】

主
要

施
策

【
節

】

1
．
新
時
代
を
た
く
ま
し
く
生
き
る
知
・
徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
子
ど
も
を
育
て
ま
す
/
義
務
教
育
、
高
等
教
育

事
務

事
業

の
対

象
・
受

益
者

そ
の

他

2
8
,6
1
5

9
4
,1
3
2

平
成

2
7
年

度
（
決

算
）

国
庫

支
出

金

平
成

2
8
年

度
（
予

算
）

天
井
撤
去
改
修
工
事
の
実
施
（
下
妻
中
武
道
場
、
東

部
中
体
育
館
・
武
道
場
、
千
代
川
中
武
道
場
）

事
業

内
容

財
源

内
訳

安
全
で
快
適
な
学
校
教
育
環
境
の
整
備
充
実
　
（
3
-
1
-
1
①
）

事
務

事
業

の
目

的
（
成

果
）

計

一
般

財
源

市
債

そ
の

他

国
庫

支
出

金

0

市
債

一
般

財
源

5
,7
1
7

計

1
0
0

実
績

活
動

指
標

33

目
標

下
妻
中
武
道
場
天
井
撤
去
改
修
工
事
（
建
築
）

職
員

人
件

費
計

（
千

円
）

人
件

費

評
価

シ
ー

ト
：Ｐ

１
事

務
事

業
評

価
シ

ー
ト

下
妻
中
武
道
場
天
井
撤
去
改
修
工
事
（
電
気
設
備
）

款
・
項

・
目

4
2
1

東
部
中
体
育
館
・
武
道
場
天
井
撤
去
改
修
工
事
監
理

総
事

業
費

延
べ

業
務

時
間

（
時

間
）

2
正

規
職

員
従

事
人

数
（
人

）

6
,3
6
1

歳
出

内
訳

千
代
川
中
武
道
場
天
井
撤
去
改
修
工
事
監
理

1
3
,8
7
8

金
額

（
千

円
）

1
,9
4
4

目
標

達
成

状
況

の
評

価

1
,2
8
0

1
4
,7
9
6

9
7
,7
9
8

金
額

（
千

円
）

説
明

（
主

な
明

細
等

）

3
,7
2
6

天
井
撤
去
改
修
工
事
を
３
棟
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

天
井
撤
去
改
修
工
事
を
実
施

し
た
棟
数

無
有

実
施

計
画

事
業

実
施

計
画

外

直
営

委
託

負
担

金
補

助
金

新
規

継
続
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事
務

事
業

の
目

的
は

、
市

の
政

策
体

系
と

結
び

つ
い

て
い

る
 (
総

合
計

画
な

ど
）

　
　

　
　

法
定

受
託

事
務

で
あ

る
な

ど
、

市
が

実
施

す
る

義
務

が
あ

る

　
　

　
　

事
業

を
休

廃
止

し
た

場
合

、
市

民
生

活
（
行

政
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

）
に

深
刻

な
影

響
が

発
生

す
る

　
　

　
　

事
業

開
始

か
ら

の
社

会
情

勢
の

変
化

を
踏

ま
え

て
も

十
分

な
ニ

ー
ズ

が
あ

る

　
＜

T
o
ta

l判
定

の
根

拠
な

ど
、

必
要

性
に

関
す

る
補

足
説

明
＞

　
事

業
費

：
％

％

　
労

働
量

：
％

％

　
＜

T
o
ta

l判
定

の
根

拠
な

ど
、

目
的

達
成

状
況

に
関

す
る

補
足

説
明

＞

　
　

　
　

社
会

情
勢

や
ニ

ー
ズ

の
変

化
等

を
踏

ま
え

る
と

、
サ

ー
ビ

ス
対

象
・
水

準
を

見
直

す
必

要
が

あ
る

　
　

　
　

事
業

費
や

人
件

費
な

ど
の

コ
ス

ト
を

下
げ

る
余

地
が

あ
る

　
　

　
　

民
間

事
業

者
や

N
P

０
な

ど
に

任
せ

ら
れ

る
業

務
が

あ
る

　
　

　
　

当
該

事
業

の
内

容
が

一
部

の
受

益
者

（
特

定
の

個
人

や
団

体
）
に

偏
っ

て
い

る
　

（
公

平
性

）

　
　

　
　

類
似

事
業

と
の

統
廃

合
・
連

携
の

可
能

性
が

あ
る

＜
T
o
ta

l判
定

の
根

拠
な

ど
、

効
率

性
・
妥

当
性

に
関

す
る

補
足

説
明

＞

経
営

資
源

の
投

入
量

課
　

題

□
課

題
と

対
応

方
策

評
価

シ
ー

ト
：Ｐ

２
□

事
業

の
点

検

学
校

教
育

課
長

教
育

部
長

事
務

事
業

の
必

要
性

事
務

事
業

の
目

標
の

達
成

状
況

吊
天
井
撤
去
事
業
が
速
や
か
に
完
了
し
た
。

次
年

度
(H

2
9
年

度
)

に
お

け
る

対
応

方
策

中
長

期
的

な
視

点
で

の
対

応
方

策

評
価

者

　
　

【
必

要
性

　
Ｔ

ｏ
ｔａ

ｌ判
定

】

　
　

  
  
 成

果
に

関
す

る
昨

年
度

の
目

標
は

概
ね

達
成

で
き

た

　
　

  
　

 「
取

り
組

み
方

針
（
改

善
方

針
）
」
な

ど
指

標
に

表
れ

な
い

事
項

に
つ

い
て

昨
年

度
の

目
標

は
達

成
で

き
た

本
事
業
は
、
中
学
校
施
設
で
あ
る
体
育
館
及
び
武
道
場
の
吊
天
井
を
撤
去
改
修
し
、
非
構
造
部
材
の
耐
震
化
を
目

的
と
し
て
い
る
た
め
、
生
徒
の
安
全
・安

心
な
学
校
づ
く
り
に
必
要
な
事
業
で
あ
る
。

　
　

　
　

活
動

（
量

）
に

関
す

る
昨

年
度

の
目

標
は

概
ね

達
成

で
き

た

事
業

の
方

向
性

次
年

度
(H

2
9
年

度
)

の
取

組
方

針
（
改

善
方

針
）

評
価

者

事
業

の
方

向
性

事
務

事
業

手
法

の
効

率
性

・
妥

当
性

１
次

評
価

　
【
担

当
課

評
価

】

２
次

評
価

【
部

長
評

価
】

方
向

付
け

の
理

由
と

改
革

･改
善

の
内

容

(「
完

了
･終

了
」
「
現

状
の

ま
ま

継
続

」
以

外
を

選
択

し
た

場
合

は
記

入
必

須
)

　
　

【
目

的
の

達
成

状
況

　
T
o
ta

l判
定

】

　
　

【
効

率
性

・
妥

当
性

　
T
o
ta

l判
定

】

天
井
撤
去
改
修
工
事
設
計
を
工
事
予
定
の
前
年
度
に
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
、
夏
休
み
を
生
か
し
た
工
事
発
注
が
で

き
、
現
場
の
安
全
施
工
と
伴
に
年
度
内
完
成
を
確
実
な
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

□
次

年
度

(H
2
9
年

度
)の

事
業

の
方

向
性

・
実

施
方

針

削
減

本
年

度
並

み
増

加

削
減

本
年

度
並

み
増

加

継
続

廃
止

・
休

止
完

了
・
終

了
統

廃
合

・
連

携

A
：
見

直
し
の
余

地
は
無

い
B
：
見

直
し
の
余

地
が
あ
る

C
：
見

直
し
が
必

要
で
あ
る

Ａ
：
事
業
は
期
待
通
り
の
成
果
が
あ
り
目
標
を
達
成
で
き
た

B
：
事

業
は
期

待
し
た
ほ
ど
の
成

果
が
見

ら
れ
な
い

C
：
事

業
は
成

果
が
少

な
く
今

後
向

上
の
見

込
み
も
な
い

A
：
現

在
も
必

要
性

は
高

い
B
：
必
要
性
が
低
く
な
っ
て
い
る

Ｃ
：
必

要
性

が
な
く
な
っ
て
い
る

現
状
の
ま
ま
継
続

簡
素
化
す
る

効
率
化
を
図
る

手
段
を
改
善
す
る

重
点
化
す
る

見
直

し
の
上

で
継

続
廃

止
・
休

止
完

了
・
終

了
統

廃
合

・
連
携

見
直

し
の

内
容

を
選

択
し

て
く
だ

さ
い

（
複

数
選

択
可

）
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（
平

成
年

度
）

金
額

（
千

円
）

目
標

達
成

状
況

の
評

価

5
,0
0
0

4
1
,9
6
7

金
額

（
千

円
）

説
明

（
主

な
明

細
等

）

計
画
訪
問
・要

請
訪
問
と
も
に
十
分
な
回
数
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

計
画
訪
問
・
同
行
訪
問

2
9
,0
0
0

1
2
0

1
2
0

職
員

人
件

費
計

（
千

円
）

人
件

費

評
価

シ
ー

ト
：Ｐ

１
事

務
事

業
評

価
シ

ー
ト

款
・
項

・
目

2
8
,0
0
7

派
遣
指
導
主
事
負
担
金

総
事

業
費

延
べ

業
務

時
間

（
時

間
）

4
正

規
職

員
従

事
人

数
（
人

）

歳
出

内
訳

4.
5

5.
0

8
5

実
績

活
動

指
標

3
0

1
8

目
標

事
務

事
業

の
目

的
（
成

果
）

計
画
訪
問
（
1
2
校
・
6
園
　
3
0
回
/
年
　
※
同
行
訪
問
を

含
む
）

要
請
訪
問
・
随
時
訪
問
（
1
2
0
回
）

計

一
般

財
源

市
債

そ
の

他

国
庫

支
出

金

2
9
,0
0
0

市
債

一
般

財
源

2
8
,0
0
7

計

単
位

説
明

（
主

な
明

細
等

）

県
支

出
金

県
支

出
金1
．
学
校
教
育
を
充
実
さ
せ
、
豊
か
な
人
間
性
を
も
つ
子
ど
も
の
育
成
を
図
り
ま
す

政
策

(目
標

)【
章

】

主
要

施
策

【
節

】

1
．
新
時
代
を
た
く
ま
し
く
生
き
る
知
・
徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
子
ど
も
を
育
て
ま
す
/
義
務
教
育
、
高
等
教
育

事
務

事
業

の
対

象
・
受

益
者

そ
の

他

2
8
,0
0
7

平
成

2
7
年

度
（
決

算
）

国
庫

支
出

金

平
成

2
8
年

度
（
予

算
）

2
9
,0
0
0

計
画
訪
問
（
1
2
校
・
6
園
　
3
2
回
/
年
　
※
同
行
訪
問
を

含
む
）

要
請
訪
問
・
随
時
訪
問
（
1
2
0
回
）

事
業

内
容

財
源

内
訳

生
徒
指
導
の
充
実
・
教
職
員
へ
の
支
援
　
（
3
-
1
-
1
⑥
）

下
妻
市
立
幼
稚
園
・
小
中
学
校
の
幼
児
･児

童
生
徒
及
び
教
職
員

知
・
徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
幼
児
・
児
童
生
徒
を
育
成
す
る
た
め
、
市
立
幼
稚
園
・
小
中
学
校
を
訪
問
し
教
職
員
の
指
導
力
の
向
上
を
図
る

回関
連

個
別

計
画

実
施

計
画

事
業

は
実

施
計

画
シ

ー
ト

も
作

成
し

て
く
だ

さ
い

新
規

／
継

続

0
1

3
．
人
が
活
き
活
き
と
心
豊
か
に
暮
ら
す
文
化
創
造
都
市
を
目
指
し
て

市
立

幼
稚

園
・
学

校
訪

問
事

業

事
業

年
度

期
限

年
度

～
平

成

係
2
7

整
理

番
号

部
指
導
係

7
課

教
育
部

指
導
課

2
5

計
画
訪
問
・
同
行
訪
問

部
課

名

事
務

事
業

名

□
評

価
対

象
事

業
費

2
9
,0
0
0

2
8
,0
0
7

事
業

区
分

実
施

形
態

関
係

法
令

条
例

等

総 合 計 画 上

の 位 置 づ け
個

別
施

策

派
遣
指
導
主
事
負
担
金

事
務

事
業

の
内

容
（
概

要
）

分
野

別
施

策
【
項

】

款
・
項

・
目

点 目
標

活
動

指
標

成
果

指
標

各
学
校
長
の
計
画
訪
問
に
つ

い
て
の
評
価

各
学
校
長
の
要
請
訪
問
に
つ

い
て
の
評
価

点

各
学
校
の
校
長
か
ら
は
，
計
画
訪
問
，
要
請
訪
問
と
も
に
指
導
法
の
改
善
等
に
お
い
て
十

分
効
果
的
だ
っ
た
と
の
評
価
を
得
た
。

活
動

指
標

成
果

指
標

各
学
校
長
の
計
画
訪
問
に
つ

い
て
の
評
価

目
標

5.
0

学
校
教
育
へ
の
効
果
を
Ａ
（
５
点
）
，
Ｂ
（
４
点
）
，

Ｃ
（
２
点
）
，
Ｄ
（
１
点
）
の
４
段
階
で
評
価
し
た
と
き

の
平
均
点

学
校
教
育
へ
の
効
果
を
Ａ
（
５
点
）
，
Ｂ
（
４
点
）
，

Ｃ
（
２
点
）
，
Ｄ
（
１
点
）
の
４
段
階
で
評
価
し
た
と
き

の
平
均
点

平
成

2
7
年

度
平

成
2
8
年

度

3
0

種
類

4.
0

成
果

指
標

実
績

実
績

歳
出

計
+
職

員
人

件
費

（
千

円
）

1
3
,9
6
0

計
（
千

円
）

種
類

回 実
績

目
標

各
学
校
長
の
要
請
訪
問
に
つ

い
て
の
評
価

4.
0

要
請
訪
問
・
随
時
訪
問

4.
5

指
標

名

指
標

名

要
請
訪
問
・
随
時
訪
問

市
立
幼
稚
園
・
小
中
学
校
に
要
請
訪
問
・
随
時

訪
問
し
た
回
数

説
明

市
立
幼
稚
園
・
小
中
学
校
に
計
画
訪
問
し
た
回

数

□
評

価
指

標

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法

律

茨
城
県
県
西
教
育
事
務
所
派
遣
指
導
主
事
が
計
画
訪
問
、
要
請
訪
問
、
随
時
訪
問
を
お
こ
な
い
、
幼
稚
園
・
小
中
学
校
の
現
状
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
教
育
指
導
の
改
善
及
び
充
実
の
た
め
に
必
要

な
指
導
及
び
助
言
を
お
こ
な
う

1
0
.1
.3

無
有

実
施

計
画

事
業

実
施

計
画

外

直
営

委
託

負
担

金
補

助
金

新
規

継
続
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事
務

事
業

の
目

的
は

、
市

の
政

策
体

系
と

結
び

つ
い

て
い

る
 (
総

合
計

画
な

ど
）

　
　

　
　

法
定

受
託

事
務

で
あ

る
な

ど
、

市
が

実
施

す
る

義
務

が
あ

る

　
　

　
　

事
業

を
休

廃
止

し
た

場
合

、
市

民
生

活
（
行

政
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

）
に

深
刻

な
影

響
が

発
生

す
る

　
　

　
　

事
業

開
始

か
ら

の
社

会
情

勢
の

変
化

を
踏

ま
え

て
も

十
分

な
ニ

ー
ズ

が
あ

る

　
＜

T
o
ta

l判
定

の
根

拠
な

ど
、

必
要

性
に

関
す

る
補

足
説

明
＞

　
事

業
費

：
％

％

　
労

働
量

：
％

％

　
＜

T
o
ta

l判
定

の
根

拠
な

ど
、

目
的

達
成

状
況

に
関

す
る

補
足

説
明

＞

　
　

　
　

社
会

情
勢

や
ニ

ー
ズ

の
変

化
等

を
踏

ま
え

る
と

、
サ

ー
ビ

ス
対

象
・
水

準
を

見
直

す
必

要
が

あ
る

　
　

　
　

事
業

費
や

人
件

費
な

ど
の

コ
ス

ト
を

下
げ

る
余

地
が

あ
る

　
　

　
　

民
間

事
業

者
や

N
P

０
な

ど
に

任
せ

ら
れ

る
業

務
が

あ
る

　
　

　
　

当
該

事
業

の
内

容
が

一
部

の
受

益
者

（
特

定
の

個
人

や
団

体
）
に

偏
っ

て
い

る
　

（
公

平
性

）

　
　

　
　

類
似

事
業

と
の

統
廃

合
・
連

携
の

可
能

性
が

あ
る

＜
T
o
ta

l判
定

の
根

拠
な

ど
、

効
率

性
・
妥

当
性

に
関

す
る

補
足

説
明

＞

経
営

資
源

の
投

入
量

課
　

題

□
課

題
と

対
応

方
策

評
価

シ
ー

ト
：Ｐ

２
□

事
業

の
点

検

･計
画
訪
問
の
日
程
や
協
議
の
形
態
に
つ
い
て
見
直
し
を
図
る
こ
と
に
よ
り
，
指
導
時

間
を
十
分
に
確
保
す
る
。

・
要
請
訪
問
に
つ
い
て
は
，
計
画
訪
問
や
校
長
会
・
教
頭
会
に
お
い
て
各
学
校
の
課

題
解
決
に
向
け
て
積
極
的
に
実
施
す
る
よ
う
に
は
た
ら
き
か
け
る
。

計
画
訪
問
に
つ
い
て
、
公
開
授
業
の
在
り
方
、
指
導
法
の
改
善
工
夫
に
つ
い
て
、
助

言
指
導
す
る
時
間
の
確
保
等
を
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
。

指
導

課
長

教
育

部
長

事
務

事
業

の
必

要
性

事
務

事
業

の
目

標
の

達
成

状
況

国
や
県
の
方
向
性
や
施
策
を
踏
ま
え
、
市
の
総
合
計
画
に
あ
る
「
新
時
代
を
た
く
ま
し
く
生
き
る
知
・
徳
・
体
の
調
和
の

と
れ
た
子
ど
も
を
育
て
る
」こ

と
を
目
指
し
、
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進
に
努
め
る
た
め
に
も
、
幼
稚
園
・学

校
へ

の
訪
問
指
導
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

教
育
水
準
の
維
持
向
上
、
教
職
員
の
指
導
力
の
向
上
や
各
学
校
の
課
題
解
決
の
た

め
に
継
続
す
る
。

次
年

度
(H

2
9
年

度
)

に
お

け
る

対
応

方
策

中
長

期
的

な
視

点
で

の
対

応
方

策

評
価

者

　
　

【
必

要
性

　
Ｔ

ｏ
ｔａ

ｌ判
定

】

　
　

  
  
 成

果
に

関
す

る
昨

年
度

の
目

標
は

概
ね

達
成

で
き

た

　
　

  
　

 「
取

り
組

み
方

針
（
改

善
方

針
）
」
な

ど
指

標
に

表
れ

な
い

事
項

に
つ

い
て

昨
年

度
の

目
標

は
達

成
で

き
た

茨
城
県
県
西
教
育
事
務
所
派
遣
指
導
主
事
が
市
立
幼
稚
園
・
小
中
学
校
へ
訪
問
す
る
こ
と
に
よ
り
、
教
職
員
が
抱
え

て
い
る
教
育
現
場
に
お
け
る
課
題
に
対
し
、
わ
か
り
や
す
く
、
具
体
的
に
か
つ
適
確
に
指
導
・
助
言
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。
訪
問
に
よ
り
教
職
員
の
資
質
向
上
と
適
切
な
教
育
活
動
が
図
れ
る
こ
と
か
ら
必
要
性
は
高
い
事
業
で
あ
る
。

　
　

　
　

活
動

（
量

）
に

関
す

る
昨

年
度

の
目

標
は

概
ね

達
成

で
き

た

事
業

の
方

向
性

・
計
画
訪
問
，
要
請
訪
問
と
も
に
，
国
や
県
の
通
知
･通

達
を
踏
ま
え
た
上
で
各
学
校

か
ら
の
要
望
等
を
取
り
入
れ
な
が
ら
随
時
改
善
を
図
り
，
よ
り
効
果
的
な
も
の
と
し
て
い

く
。

次
年

度
(H

2
9
年

度
)

の
取

組
方

針
（
改

善
方

針
）

評
価

者

事
業

の
方

向
性

事
務

事
業

手
法

の
効

率
性

・
妥

当
性

１
次

評
価

　
【
担

当
課

評
価

】

２
次

評
価

【
部

長
評

価
】

方
向

付
け

の
理

由
と

改
革

･改
善

の
内

容

(「
完

了
･終

了
」
「
現

状
の

ま
ま

継
続

」
以

外
を

選
択

し
た

場
合

は
記

入
必

須
)

　
　

【
目

的
の

達
成

状
況

　
T
o
ta

l判
定

】

　
　

【
効

率
性

・
妥

当
性

　
T
o
ta

l判
定

】

計
画
訪
問
、
要
請
訪
問
等
を
1
5
0
回
行
い
、
ま
た
、
学
校
か
ら
4
段
階
評
価
で
A
（5
.0
）と

い
う
高
い
評
価
が
な
さ
れ
、
ね

ら
い
は
概
ね
達
成
で
き
た
。

□
次

年
度

(H
2
9
年

度
)の

事
業

の
方

向
性

・
実

施
方

針

削
減

本
年

度
並

み
増

加

削
減

本
年

度
並

み
増

加

継
続

廃
止

・
休

止
完

了
・
終

了
統

廃
合

・
連

携

A
：
見

直
し
の
余

地
は
無

い
B
：
見

直
し
の
余

地
が
あ
る

C
：
見

直
し
が
必

要
で
あ
る

Ａ
：
事
業
は
期
待
通
り
の
成
果
が
あ
り
目
標
を
達
成
で
き
た

B
：
事

業
は
期

待
し
た
ほ
ど
の
成

果
が
見

ら
れ
な
い

C
：
事

業
は
成

果
が
少

な
く
今

後
向

上
の
見

込
み
も
な
い

A
：
現

在
も
必

要
性

は
高

い
B
：
必
要
性
が
低
く
な
っ
て
い
る

Ｃ
：
必

要
性

が
な
く
な
っ
て
い
る

現
状
の
ま
ま
継
続

簡
素
化
す
る

効
率
化
を
図
る

手
段
を
改
善
す
る

重
点
化
す
る

見
直

し
の
上

で
継

続
廃

止
・
休

止
完

了
・
終

了
統

廃
合

・
連
携

見
直

し
の

内
容

を
選

択
し

て
く
だ

さ
い

（
複

数
選

択
可

）
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（
平

成
年

度
）

種
類

件 実
績

目
標

主
に
家
庭
訪
問
で
支
援
し
た

児
童
生
徒
数

3
,0
0
0

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

支
援
人
数

4
0
0

指
標

名

指
標

名

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

支
援
人
数

通
室
・
学
校
訪
問
・
家
庭
訪
問
で
支
援
し
た
児

童
生
徒
・
保
護
者
の
人
数

説
明

来
室
・
電
話
・
メ
ー
ル
に
よ
る
相
談
が
あ
っ
た
件

数

□
評

価
指

標

教
育
相
談
員
が
、
学
校
訪
問
・
家
庭
訪
問
・
通
室
指
導
を
通
し
て
、
児
童
と
そ
の
保
護
者
を
支
援
す
る
。

特
別
支
援
教
育
相
談
員
賃
金
等

教
育
相
談
員
報
償

1
0
.1
.3

7
2
1

3
0
0

成
果

指
標

2
1
8

実
績

使
用
料
及
び
賃
借
料

需
用
費
（
燃
料
・
コ
ピ
ー
代
・
修
繕
）

電
信
電
話
料

2
3

1
5
4

電
信
電
話
料

実
績

歳
出

計
+
職

員
人

件
費

（
千

円
）

3
,5
1
8

需
用
費
（
燃
料
・
コ
ピ
ー
代
・
修
繕
）

計
（
千

円
）

主
任
教
育
相
談
員
賃
金
等

款
・
項

・
目

人 目
標

活
動

指
標

成
果

指
標

主
に
学
校
訪
問
で
支
援
し
た

児
童
生
徒
数

主
に
家
庭
訪
問
で
支
援
し
た

児
童
生
徒
数

人

・
学
校
訪
問
、
家
庭
訪
問
に
力
を
入
れ
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
多
く
の
児
童
生
徒
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
、
多

く
の
相
談
活
動
が
で
き
た
。

活
動

指
標

成
果

指
標

主
に
学
校
訪
問
で
支
援
し
た
児
童

生
徒
数

目
標

7
5
0

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
学
校
訪
問

支
援
で
再
登
校
・部

分
登
校
が
で
き
て
い
る
延

べ
人
数

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
家
庭
訪
問

支
援
で
再
登
校
・部

分
登
校
が
で
き
て
い
る
延

べ
人
数 平

成
2
7
年

度
平

成
2
8
年

度

5
,0
0
0

種
類

部
課

名

事
務

事
業

名

□
評

価
対

象
事

業
費

1
3
,0
1
7

1
2
,8
5
9

事
業

区
分

実
施

形
態

関
係

法
令

条
例

等

総 合 計 画 上

の 位 置 づ け
個

別
施

策

備
品
購
入

教
育
相
談
員
報
酬

事
務

事
業

の
内

容
（
概

要
）

1
0
.1
.3

分
野

別
施

策
【
項

】

市
内
小
中
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒

不
登
校
や
い
じ
め
な
ど
学
校
だ
け
で
は
解
決
し
に
く
い
生
徒
指
導
上
の
諸
問
題
の
解
決
の
た
め
に
支
援
す
る
。

人関
連

個
別

計
画

実
施

計
画

事
業

は
実

施
計

画
シ

ー
ト

も
作

成
し

て
く
だ

さ
い

新
規

／
継

続

0
4

3
．
人
が
活
き
活
き
と
心
豊
か
に
暮
ら
す
文
化
創
造
都
市
を
目
指
し
て

適
応

指
導

教
室

（
ス
ク
ー

ル
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

）
運

営
事

業

事
業

年
度

期
限

年
度

～
平

成

係
2
7

整
理

番
号

部
指
導
係

7
課

教
育
部

指
導
課

2
5

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

訪
問
・
相
談
件
数

単
位

説
明

（
主

な
明

細
等

）

県
支

出
金

県
支

出
金1
．
学
校
教
育
を
充
実
さ
せ
、
豊
か
な
人
間
性
を
も
つ
子
ど
も
の
育
成
を
図
り
ま
す

政
策

(目
標

)【
章

】

主
要

施
策

【
節

】

1
．
新
時
代
を
た
く
ま
し
く
生
き
る
知
・
徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
子
ど
も
を
育
て
ま
す
/
義
務
教
育
、
高
等
教
育

事
務

事
業

の
対

象
・
受

益
者

そ
の

他

8
,4
4
9

平
成

2
7
年

度
（
決

算
）

国
庫

支
出

金

平
成

2
8
年

度
（
予

算
）

1
2
,4
0
1

・
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
職
員
の
配
置
：
セ
ン

タ
ー
長
（
嘱
託
職
員
）
1
人
，
教
育
相
談
員
（
非
常
勤

特
別
職
）
4
人
，
特
別
支
援
教
育
相
談
員
（
臨
時
職

員
）
2
人
　
　
計
7
人

・
適
応
指
導
教
室
，
生
徒
指
導
支
援
室
，
特
別
支
援

相
談
室
の
運
営

事
業

内
容

財
源

内
訳

生
徒
指
導
の
充
実
・
教
職
員
へ
の
支
援
　
（
3
-
1
-
1
⑥
）

事
務

事
業

の
目

的
（
成

果
）

・
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
職
員
の
配
置
：
主
任

教
育
相
談
員
（
嘱
託
職
員
）
1
人
，
教
育
相
談
員
（
非

常
勤
特
別
職
）
4
人
，
特
別
支
援
教
育
相
談
員
（
臨
時

職
員
）
2
人
　
　
計
7
人

・
適
応
指
導
教
室
，
生
徒
指
導
支
援
室
，
特
別
支
援

相
談
室
の
運
営

計

一
般

財
源

市
債

そ
の

他

国
庫

支
出

金

1
2
,4
0
1

市
債

一
般

財
源

8
,4
4
9

計

4
,0
0
0

9
,1
6
7

5
0

実
績

活
動

指
標

1
6
,5
9
5

5
,0
0
0

目
標

教
育
相
談
員
報
償

2
9

職
員

人
件

費
計

（
千

円
）

人
件

費

評
価

シ
ー

ト
：Ｐ

１
事

務
事

業
評

価
シ

ー
ト

セ
ン
タ
ー
長
賃
金
等

款
・
項

・
目

4
,3
2
9

教
育
相
談
員
報
酬

特
別
支
援
教
育
相
談
員
賃
金
等

総
事

業
費

延
べ

業
務

時
間

（
時

間
）

4
正

規
職

員
従

事
人

数
（
人

）

歳
出

内
訳

使
用
料
及
び
賃
借
料

7
8

4
,6
0
5

金
額

（
千

円
）

4
,4
4
8

目
標

達
成

状
況

の
評

価

1
,2
6
0

5
6

1
6
,3
7
7

金
額

（
千

円
）

説
明

（
主

な
明

細
等

）

3
,0
5
0

1
0
8

・
家
庭
訪
問
相
談
、
学
校
訪
問
相
談
、
電
話
相
談
、
メ
ー
ル
等
を
通
し
て
多
く
の
児
童
生
徒
、
保
護
者

等
の
相
談
活
動
を
行
っ
た
。

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

訪
問
・
相
談
件
数

3
,0
0
7

7
2
1

4
,3
2
9

5
0

7
8
1

無
有

実
施

計
画

事
業

実
施

計
画

外

直
営

委
託

負
担

金
補

助
金

新
規

継
続
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事
務

事
業

の
目

的
は

、
市

の
政

策
体

系
と

結
び

つ
い

て
い

る
 (
総

合
計

画
な

ど
）

　
　

　
　

法
定

受
託

事
務

で
あ

る
な

ど
、

市
が

実
施

す
る

義
務

が
あ

る

　
　

　
　

事
業

を
休

廃
止

し
た

場
合

、
市

民
生

活
（
行

政
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

）
に

深
刻

な
影

響
が

発
生

す
る

　
　

　
　

事
業

開
始

か
ら

の
社

会
情

勢
の

変
化

を
踏

ま
え

て
も

十
分

な
ニ

ー
ズ

が
あ

る

　
＜

T
o
ta

l判
定

の
根

拠
な

ど
、

必
要

性
に

関
す

る
補

足
説

明
＞

　
事

業
費

：
％

％

　
労

働
量

：
％

％

　
＜

T
o
ta

l判
定

の
根

拠
な

ど
、

目
的

達
成

状
況

に
関

す
る

補
足

説
明

＞

　
　

　
　

社
会

情
勢

や
ニ

ー
ズ

の
変

化
等

を
踏

ま
え

る
と

、
サ

ー
ビ

ス
対

象
・
水

準
を

見
直

す
必

要
が

あ
る

　
　

　
　

事
業

費
や

人
件

費
な

ど
の

コ
ス

ト
を

下
げ

る
余

地
が

あ
る

　
　

　
　

民
間

事
業

者
や

N
P

０
な

ど
に

任
せ

ら
れ

る
業

務
が

あ
る

　
　

　
　

当
該

事
業

の
内

容
が

一
部

の
受

益
者

（
特

定
の

個
人

や
団

体
）
に

偏
っ

て
い

る
　

（
公

平
性

）

　
　

　
　

類
似

事
業

と
の

統
廃

合
・
連

携
の

可
能

性
が

あ
る

＜
T
o
ta

l判
定

の
根

拠
な

ど
、

効
率

性
・
妥

当
性

に
関

す
る

補
足

説
明

＞

経
営

資
源

の
投

入
量

課
　

題

□
課

題
と

対
応

方
策

評
価

シ
ー

ト
：Ｐ

２
□

事
業

の
点

検

　
引
き
続
き
生
徒
指
導
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
や
ケ
ー
ス
会
議
に
お
い
て
学
校
，
警
察
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
支
援
に
当
た
る
こ
と
で
,不

登
校
や
反
社
会
的
な
問
題
行
動
の
早

期
解
消
に
努
め
る
。

　
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
電
話
や
家
庭
・
学
校
へ
訪
問
し
相
談
活
動
を
お
こ

な
う
こ
と
に
よ
り
，
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
減
少
し
て
い
る
が
，
解
消
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
ま
た
，
発
達
障
害
を
抱
え
た
児
童
生
徒
や
反
社
会
的
な
問
題
行
動
を
起
こ
し
が
ち

な
児
童
生
徒
へ
の
支
援
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

指
導

課
長

教
育

部
長

事
務

事
業

の
必

要
性

事
務

事
業

の
目

標
の

達
成

状
況

現
在
の
事
業
は
，
適
応
指
導
教
室
の
運
営
業
務
に
関
す
る
先
進
的
な
取
組
で
あ
り
，
効
果
は
高
い
。

不
登
校
や
反
社
会
的
な
問
題
行
動
等
に
つ
い
て
の
相
談
業
務
を
適
切
に
す
す
め
，

問
題
行
動
等
の
早
期
解
消
を
図
る
。

次
年

度
(H

2
9
年

度
)

に
お

け
る

対
応

方
策

中
長

期
的

な
視

点
で

の
対

応
方

策

評
価

者

　
　

【
必

要
性

　
Ｔ

ｏ
ｔａ

ｌ判
定

】

　
　

  
  
 成

果
に

関
す

る
昨

年
度

の
目

標
は

概
ね

達
成

で
き

た

　
　

  
　

 「
取

り
組

み
方

針
（
改

善
方

針
）
」
な

ど
指

標
に

表
れ

な
い

事
項

に
つ

い
て

昨
年

度
の

目
標

は
達

成
で

き
た

相
談
業
務
で
は
、
来
室
相
談
・電

話
相
談
・メ

ー
ル
相
談
・訪

問
指
導
等
を
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
昨
年
度
は
年
間
相

談
件
数
が
1
6
,5
9
5
件
あ
っ
た
。
ま
た
，
生
徒
指
導
に
か
か
わ
る
問
題
は
複
雑
化
，
多
様
化
し
て
お
り
，
学
校
だ
け
で
は

改
善
が
難
し
い
問
題
も
多
い
た
め
，
本
事
業
の
必
要
性
は
非
常
に
高
い
。

　
　

　
　

活
動

（
量

）
に

関
す

る
昨

年
度

の
目

標
は

概
ね

達
成

で
き

た

事
業

の
方

向
性

　
児
童
生
徒
が
抱
え
る
問
題
に
早
急
に
対
応
す
る
た
め
に
，
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
役
割
に
つ
い
て
，
児
童
生
徒
，
保
護
者
，
教
職
員
に
広
く
周
知
す
る
必
要
が
あ

る
。

次
年

度
(H

2
9
年

度
)

の
取

組
方

針
（
改

善
方

針
）

評
価

者

事
業

の
方

向
性

事
務

事
業

手
法

の
効

率
性

・
妥

当
性

１
次

評
価

　
【
担

当
課

評
価

】

２
次

評
価

【
部

長
評

価
】

方
向

付
け

の
理

由
と

改
革

･改
善

の
内

容

(「
完

了
･終

了
」
「
現

状
の

ま
ま

継
続

」
以

外
を

選
択

し
た

場
合

は
記

入
必

須
)

　
　

【
目

的
の

達
成

状
況

　
T
o
ta

l判
定

】

　
　

【
効

率
性

・
妥

当
性

　
T
o
ta

l判
定

】

教
育
相
談
員
が
相
互
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
学
校
訪
問
，
家
庭
訪
問
，
通
室
指
導
等
を
通
し
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
多

く
の
児
童
生
徒
支
援
に
当
た
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
結
果
，
不
登
校
児
童
生
徒
の
解
消
人
数
も
増
加
し
て
い
る
。

□
次

年
度

(H
2
9
年

度
)の

事
業

の
方

向
性

・
実

施
方

針

削
減

本
年

度
並

み
増

加

削
減

本
年

度
並

み
増

加

継
続

廃
止

・
休

止
完

了
・
終

了
統

廃
合

・
連

携

A
：
見

直
し
の
余

地
は
無

い
B
：
見

直
し
の
余

地
が
あ
る

C
：
見

直
し
が
必

要
で
あ
る

Ａ
：
事
業
は
期
待
通
り
の
成
果
が
あ
り
目
標
を
達
成
で
き
た

B
：
事

業
は
期

待
し
た
ほ
ど
の
成

果
が
見

ら
れ
な
い

C
：
事

業
は
成

果
が
少

な
く
今

後
向

上
の
見

込
み
も
な
い

A
：
現

在
も
必

要
性

は
高

い
B
：
必
要
性
が
低
く
な
っ
て
い
る

Ｃ
：
必

要
性

が
な
く
な
っ
て
い
る

現
状
の
ま
ま
継
続

簡
素
化
す
る

効
率
化
を
図
る

手
段
を
改
善
す
る

重
点
化
す
る

見
直

し
の
上

で
継

続
廃

止
・
休

止
完

了
・
終

了
統

廃
合

・
連
携

見
直

し
の

内
容

を
選

択
し

て
く
だ

さ
い

（
複

数
選

択
可

）
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（
平

成
年

度
）

種
類

箇
所

実
績

目
標

1
0
0

啓
発
活
動
の
実
施指

標
名

指
標

名

啓
発
活
動
の
実
施

文
化
財
保
護
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
啓
発
活

動
を
行
う

説
明

指
定
文
化
財
の
巡
視
活
動
を
行
う

□
評

価
指

標

文
化
財
保
護
法

茨
城
県
文
化
財
保
護
条
例

指
定
文
化
財
の
巡
視
、
維
持
管
理
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
修
繕
等
の
費
用
を
助
成
し
、
貴
重
な
文
化
財
を
後
世
に
引
き
継
い
で
い
く
。

文
化
財
保
護
費
補
助
金

工
事
請
負
費

１
０
・
５
・
８

4
5
3

成
果

指
標

実
績

実
績

歳
出

計
+
職

員
人

件
費

（
千

円
）

1
,9
2
5

計
（
千

円
）

郷
土
芸
能
振
興
補
助
金

款
・
項

・
目

目
標

活
動

指
標

成
果

指
標

指
定
文
化
財
の
維
持
管
理

％

登
録
文
化
財
の
説
明
板
・案

内
板
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

活
動

指
標

成
果

指
標

指
定
文
化
財
の
維
持
管
理

目
標

指
定
文
化
財
を
維
持
管
理
し
、
文
化
財
を
良
好

な
状
態
で
保
護
・保

存
で
き
た
場
合

平
成

2
7
年

度
平

成
2
8
年

度

2
0

種
類

部
課

名

事
務

事
業

名

□
評

価
対

象
事

業
費

1
,9
7
0

1
,5
8
2

事
業

区
分

実
施

形
態

関
係

法
令

条
例

等

総 合 計 画 上

の 位 置 づ け
個

別
施

策

草
刈
等
委
託

事
務

事
業

の
内

容
（
概

要
）

１
０
・
５
・
８

分
野

別
施

策
【
項

】

一
般
市
民
及
び
国
民
全
体

市
内
に
あ
る
貴
重
な
文
化
財
を
調
査
・
管
理
・
保
護
し
て
い
く
こ
と
で
、
文
化
財
の
重
要
性
と
文
化
財
保
護
意
識
の
向
上
を
図
る
。

回関
連

個
別

計
画

実
施

計
画

事
業

は
実

施
計

画
シ

ー
ト

も
作

成
し

て
く
だ

さ
い

新
規

／
継

続

１
１

3
．
人
が
活
き
活
き
と
心
豊
か
に
暮
ら
す
文
化
創
造
都
市
を
目
指
し
て

指
定

文
化

財
調

査
・
管

理
・
活

用
事

業

事
業

年
度

期
限

年
度

～
平

成

係
2
7

整
理

番
号

部
文
化
係

7
課

教
育
部

生
涯
学
習
課

2
6

指
定
文
化
財
の
巡
視

単
位

説
明

（
主

な
明

細
等

）

県
支

出
金

県
支

出
金2
．
地
域
の
文
化
を
育
み
ス
ポ
ー
ツ
の
輪
を
広
げ
ま
す

政
策

(目
標

)【
章

】

主
要

施
策

【
節

】

2
．
文
化
財
の
保
護
と
活
用
を
図
り
ま
す
/
文
化
財
、
博
物
館

事
務

事
業

の
対

象
・
受

益
者

そ
の

他

1
,5
8
2

平
成

2
7
年

度
（
決

算
）

国
庫

支
出

金

平
成

2
8
年

度
（
予

算
）

1
,9
7
0

指
定
文
化
財
巡
視
活
動

指
定
文
化
財
草
刈
委
託

登
録
文
化
財
清
掃
委
託

登
録
文
化
財
案
内
板
・
説
明
板
設
置
工
事

指
定
文
化
財
枝
伐
採
委
託

事
業

内
容

財
源

内
訳

文
化
財
等
の
収
集
、
保
存
、
活
用
　
（
3
-
2
-
2
①
）

事
務

事
業

の
目

的
（
成

果
）

指
定
文
化
財
巡
視
活
動

指
定
文
化
財
草
刈
委
託

登
録
文
化
財
清
掃
委
託

指
定
文
化
財
案
内
板
・
説
明
板
設
置
工
事

指
定
文
化
財
枝
伐
採
委
託

計

一
般

財
源

市
債

そ
の

他

国
庫

支
出

金

1
,9
7
0

市
債

一
般

財
源

1
,5
8
2

計

1
0
0

1
0
0

2

実
績

活
動

指
標

2
0

2
0

目
標

工
事
請
負
費

職
員

人
件

費
計

（
千

円
）

人
件

費

評
価

シ
ー

ト
：Ｐ

１
事

務
事

業
評

価
シ

ー
ト

郷
土
芸
能
振
興
補
助
金

款
・
項

・
目

5
1
1

草
刈
等
委
託

文
化
財
保
護
費
補
助
金

総
事

業
費

延
べ

業
務

時
間

（
時

間
）

3
正

規
職

員
従

事
人

数
（
人

）

歳
出

内
訳

2
0
0

金
額

（
千

円
） 1
1
8

目
標

達
成

状
況

の
評

価

6
7
2

3
,5
0
7

金
額

（
千

円
）

説
明

（
主

な
明

細
等

）

5
0
0

文
化
財
防
火
デ
ー
に
伴
う
消
火
訓
練
及
び
小
野
子
地
区
消
火
訓
練
を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

指
定
文
化
財
の
巡
視

5
0
0

6
0
0

6
7
0

2

2

無
有

実
施

計
画

事
業

実
施

計
画

外

直
営

委
託

負
担

金
補

助
金

新
規

継
続
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事
務

事
業

の
目

的
は

、
市

の
政

策
体

系
と

結
び

つ
い

て
い

る
 (
総

合
計

画
な

ど
）

　
　

　
　

法
定

受
託

事
務

で
あ

る
な

ど
、

市
が

実
施

す
る

義
務

が
あ

る

　
　

　
　

事
業

を
休

廃
止

し
た

場
合

、
市

民
生

活
（
行

政
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

）
に

深
刻

な
影

響
が

発
生

す
る

　
　

　
　

事
業

開
始

か
ら

の
社

会
情

勢
の

変
化

を
踏

ま
え

て
も

十
分

な
ニ

ー
ズ

が
あ

る

　
＜

T
o
ta

l判
定

の
根

拠
な

ど
、

必
要

性
に

関
す

る
補

足
説

明
＞

　
事

業
費

：
％

％

　
労

働
量

：
％

％

　
＜

T
o
ta

l判
定

の
根

拠
な

ど
、

目
的

達
成

状
況

に
関

す
る

補
足

説
明

＞

　
　

　
　

社
会

情
勢

や
ニ

ー
ズ

の
変

化
等

を
踏

ま
え

る
と

、
サ

ー
ビ

ス
対

象
・
水

準
を

見
直

す
必

要
が

あ
る

　
　

　
　

事
業

費
や

人
件

費
な

ど
の

コ
ス

ト
を

下
げ

る
余

地
が

あ
る

　
　

　
　

民
間

事
業

者
や

N
P

０
な

ど
に

任
せ

ら
れ

る
業

務
が

あ
る

　
　

　
　

当
該

事
業

の
内

容
が

一
部

の
受

益
者

（
特

定
の

個
人

や
団

体
）
に

偏
っ

て
い

る
　

（
公

平
性

）

　
　

　
　

類
似

事
業

と
の

統
廃

合
・
連

携
の

可
能

性
が

あ
る

＜
T
o
ta

l判
定

の
根

拠
な

ど
、

効
率

性
・
妥

当
性

に
関

す
る

補
足

説
明

＞

経
営

資
源

の
投

入
量

課
　

題

□
課

題
と

対
応

方
策

評
価

シ
ー

ト
：Ｐ

２
□

事
業

の
点

検

定
期
的
な
巡
視
を
実
施
し
、
適
正
に
文
化
財
が
管
理
さ
れ
て
い
る
か
点
検
を
行
う
よ
う

努
め
る
。

市
内
に
は
4
3
件
の
指
定
文
化
財
と
1
件
の
登
録
文
化
財
が
所
在
し
て
い
る
た
め
、
効

率
よ
く
定
期
的
に
巡
視
活
動
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
文
化
財
の
説
明
板
、
案
内

板
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
順
次
計
画
的
に
交
換
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

生
涯

学
習

課
長

教
育

部
長

事
務

事
業

の
必

要
性

事
務

事
業

の
目

標
の

達
成

状
況

市
所
有
の
駒
城
跡
は
、
地
区
の
中
で
史
跡
公
園
と
し
て
管
理
し
て
も
ら
う
こ
と
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
小
島
草
庵

跡
に
つ
い
て
は
、
茨
城
県
信
用
金
庫
組
合
職
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
草
刈
り
作
業
の
経
費
削
減
に
努
め
る
こ
と
が

で
き
た
。

定
期
的
な
巡
視
活
動
を
実
施
し
、
適
正
な
管
理
を
継
続
す
る
。
ま
た
、
老
朽
化
し
て
い

る
文
化
財
の
説
明
板
や
案
内
板
の
修
繕
を
進
め
る
。

次
年

度
(H

2
9
年

度
)

に
お

け
る

対
応

方
策

中
長

期
的

な
視

点
で

の
対

応
方

策

評
価

者

　
　

【
必

要
性

　
Ｔ

ｏ
ｔａ

ｌ判
定

】

　
　

  
  
 成

果
に

関
す

る
昨

年
度

の
目

標
は

概
ね

達
成

で
き

た

　
　

  
　

 「
取

り
組

み
方

針
（
改

善
方

針
）
」
な

ど
指

標
に

表
れ

な
い

事
項

に
つ

い
て

昨
年

度
の

目
標

は
達

成
で

き
た

国
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
文
化
財
を
保
護
・保

存
す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
指
定
・
登
録
さ
れ
た
文

化
財
を
保
護
し
、
さ
ら
に
は
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
市
民
へ
の
普
及
・
啓
発
に
努
め
る
。
博
物
館
と
の
連
携
に
よ
り
文
化

財
の
活
用
を
図
っ
て
い
く
。

　
　

　
　

活
動

（
量

）
に

関
す

る
昨

年
度

の
目

標
は

概
ね

達
成

で
き

た

事
業

の
方

向
性

大
宝
八
幡
宮
の
消
火
設
備
が
老
朽
化
し
て
い
る
の
で
、
国
庫
補
助
事
業
に
よ
り
改
修

工
事
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

次
年

度
(H

2
9
年

度
)

の
取

組
方

針
（
改

善
方

針
）

評
価

者

事
業

の
方

向
性

事
務

事
業

手
法

の
効

率
性

・
妥

当
性

１
次

評
価

　
【
担

当
課

評
価

】

２
次

評
価

【
部

長
評

価
】

方
向

付
け

の
理

由
と

改
革

･改
善

の
内

容

(「
完

了
･終

了
」
「
現

状
の

ま
ま

継
続

」
以

外
を

選
択

し
た

場
合

は
記

入
必

須
)

　
　

【
目

的
の

達
成

状
況

　
T
o
ta

l判
定

】

　
　

【
効

率
性

・
妥

当
性

　
T
o
ta

l判
定

】

文
化
財
の
保
護
・
保
存
に
係
る
事
務
事
業
の
評
価
に
は
、
数
値
で
表
せ
な
い
も
の
も
あ
り
、
評
価
は
後
年
に
な
っ
て
あ

ら
わ
さ
れ
る
要
素
も
あ
る
。

□
次

年
度

(H
2
9
年

度
)の

事
業

の
方

向
性

・
実

施
方

針

削
減

本
年

度
並

み
増

加

削
減

本
年

度
並

み
増

加

継
続

廃
止

・
休

止
完

了
・
終

了
統

廃
合

・
連

携

A
：
見

直
し
の
余

地
は
無

い
B
：
見

直
し
の
余

地
が
あ
る

C
：
見

直
し
が
必

要
で
あ
る

Ａ
：
事
業
は
期
待
通
り
の
成
果
が
あ
り
目
標
を
達
成
で
き
た

B
：
事

業
は
期

待
し
た
ほ
ど
の
成

果
が
見

ら
れ
な
い

C
：
事

業
は
成

果
が
少

な
く
今

後
向

上
の
見

込
み
も
な
い

A
：
現

在
も
必

要
性

は
高

い
B
：
必
要
性
が
低
く
な
っ
て
い
る

Ｃ
：
必

要
性

が
な
く
な
っ
て
い
る

現
状
の
ま
ま
継
続

簡
素
化
す
る

効
率
化
を
図
る

手
段
を
改
善
す
る

重
点
化
す
る

見
直

し
の
上

で
継

続
廃

止
・
休

止
完

了
・
終

了
統

廃
合

・
連
携

見
直

し
の

内
容

を
選

択
し

て
く
だ

さ
い

（
複

数
選

択
可

）
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（
平

成
年

度
）

種
類

回 実
績

目
標

2
0
,0
0
0

グ
ラ
ウ
ン
ド
整
地
工
事

指
標

名

指
標

名

グ
ラ
ン
ド
整
地
工
事

業
者
に
よ
る
内
野
部
を
中
心
と
し
た
整
地
工
事

説
明

業
者
に
よ
る
年
間
保
守
点
検
回
数

□
評

価
指

標

体
育
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

千
代
川
運
動
公
園
の
維
持
管
理
及
び
保
守
点
検
を
行
う
。

使
用
料
及
び
賃
貸
料
（
モ
ッ
プ
使
用
料
等
）

役
務
費
（
電
信
電
話
料
等
）

1
0
.6
.5

1
1
8

成
果

指
標

3
4
0

実
績

備
品
購
入
費
（
諸
備
品
購
入
費
）

工
事
請
負
費
（
運
動
公
園
諸
工
事
等
）

原
材
料
費
（
諸
原
材
料
費
）

1
6
4

3
,0
5
2

原
材
料
費
（
諸
原
材
料
費
）

実
績

歳
出

計
+
職

員
人

件
費

（
千

円
）

1
,9
2
5

工
事
請
負
費
（
運
動
公
園
諸
工
事
等
）

計
（
千

円
）

委
託
料
（
管
理
運
営
委
託
料
等
）

款
・
項

・
目

目
標

活
動

指
標

成
果

指
標

利
用
者
数

人

平
成
2
5
年
度
は
、
利
用
者
数
の
成
果
目
標
の
2
5
,0
0
0
人
よ
り
大
き
く
下
回
る
結
果
と
な
り
、

平
成
2
6
年
度
か
ら
目
標
を
2
0
,0
0
0
に
見
直
し
た
が
、
今
年
度
は
目
標
を
1
,4
0
1
人
上
回
っ

た
。

平
成
2
8
年
度
の
目
標
を
2
0
,0
0
0
に
据
置
き
、
目
標
達
成
に
努
め
た
い
。

活
動

指
標

成
果

指
標

利
用
者
数

目
標

施
設
を
利
用
し
た
人
数

平
成

2
7
年

度
平

成
2
8
年

度

3
0

種
類

部
課

名

事
務

事
業

名

□
評

価
対

象
事

業
費

1
5
,5
1
1

1
5
,5
9
7

事
業

区
分

実
施

形
態

関
係

法
令

条
例

等

総 合 計 画 上

の 位 置 づ け
個

別
施

策

需
用
費
（
光
熱
水
費
・
修
繕
料
等
）

事
務

事
業

の
内

容
（
概

要
）

1
0
.6
.5

分
野

別
施

策
【
項

】

市
民
全
般

利
用
者
が
安
全
で
快
適
な
環
境
の
下
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
行
え
る
よ
う
に
す
る
。

回関
連

個
別

計
画

新
規

／
継

続

3
．
人
が
活
き
活
き
と
心
豊
か
に
暮
ら
す
文
化
創
造
都
市
を
目
指
し
て

千
代

川
運

動
公

園
維

持
管

理
・
運

営
事

業

事
業

年
度

期
限

年
度

～
平

成

係
2
7

整
理

番
号

部
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

7
課

教
育
部

生
涯
学
習
課

2
6

保
守
点
検
回
数

単
位

説
明

（
主

な
明

細
等

）

県
支

出
金

県
支

出
金2
．
地
域
の
文
化
を
育
み
ス
ポ
ー
ツ
の
輪
を
広
げ
ま
す

政
策

(目
標

)【
章

】

主
要

施
策

【
節

】

3
．
健
康
で
活
力
に
満
ち
、
生
涯
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
/
ス
ポ
ー
ツ

事
務

事
業

の
対

象
・
受

益
者

そ
の

他

1
5
,5
9
7

平
成

2
7
年

度
（
決

算
）

国
庫

支
出

金

平
成

2
8
年

度
（
予

算
）

1
,5
5
1

施
設
の
貸
出
し

施
設
・
設
備
・
植
栽
の
維
持
管
理

球
場
整
地
工
事

事
業

内
容

財
源

内
訳

社
会
体
育
施
設
の
整
備
・
改
修
及
び
有
効
活
用
　
（
3
-
2
-
3
①
）

事
務

事
業

の
目

的
（
成

果
）

施
設
の
貸
出
し

施
設
・
設
備
・
植
栽
の
維
持
管
理

球
場
整
地
工
事

計

一
般

財
源

市
債

そ
の

他

国
庫

支
出

金

1
,5
5
1

市
債

一
般

財
源

1
5
,5
9
7

計

2
0
,0
0
0

2
1
,4
0
1

1

実
績

活
動

指
標

3
0

3
0

目
標

役
務
費
（
電
信
電
話
料
等
）

7
0

職
員

人
件

費
計

（
千

円
）

人
件

費

評
価

シ
ー

ト
：Ｐ

１
事

務
事

業
評

価
シ

ー
ト

委
託
料
（
管
理
運
営
委
託
料
等
）

款
・
項

・
目

5
,0
6
3
需
用
費
（
光
熱
水
費
・
修
繕
料
等
）

使
用
料
及
び
賃
貸
料
（
モ
ッ
プ
使
用
料
等
）

総
事

業
費

延
べ

業
務

時
間

（
時

間
）

2
正

規
職

員
従

事
人

数
（
人

）

歳
出

内
訳

備
品
購
入
費
（
諸
備
品
購
入
費
）

4
4
2

3
9
6

金
額

（
千

円
） 3
3
5

目
標

達
成

状
況

の
評

価

6
7
2

1
7
,5
2
2

金
額

（
千

円
）

説
明

（
主

な
明

細
等

）

6
,4
2
3

2
3
0

利
用
者
が
快
適
に
施
設
を
利
用
で
き
る
よ
う
設
備
の
保
守
点
検
と
整
地
工
事
を
実
施
し
た
。

保
守
点
検
回
数

7
,3
5
4

2
8
5

6
,8
3
6

1

1

無
有

実
施

計
画

事
業

実
施

計
画

外

直
営

委
託

負
担

金
補

助
金

新
規

継
続
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事
務

事
業

の
目

的
は

、
市

の
政

策
体

系
と

結
び

つ
い

て
い

る
 (
総

合
計

画
な

ど
）

　
　

　
　

法
定

受
託

事
務

で
あ

る
な

ど
、

市
が

実
施

す
る

義
務

が
あ

る

　
　

　
　

事
業

を
休

廃
止

し
た

場
合

、
市

民
生

活
（
行

政
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

）
に

深
刻

な
影

響
が

発
生

す
る

　
　

　
　

事
業

開
始

か
ら

の
社

会
情

勢
の

変
化

を
踏

ま
え

て
も

十
分

な
ニ

ー
ズ

が
あ

る

　
＜

T
o
ta

l判
定

の
根

拠
な

ど
、

必
要

性
に

関
す

る
補

足
説

明
＞

　
事

業
費

：
％

％

　
労

働
量

：
％

％

　
＜

T
o
ta

l判
定

の
根

拠
な

ど
、

目
的

達
成

状
況

に
関

す
る

補
足

説
明

＞

　
　

　
　

社
会

情
勢

や
ニ

ー
ズ

の
変

化
等

を
踏

ま
え

る
と

、
サ

ー
ビ

ス
対

象
・
水

準
を

見
直

す
必

要
が

あ
る

　
　

　
　

事
業

費
や

人
件

費
な

ど
の

コ
ス

ト
を

下
げ

る
余

地
が

あ
る

　
　

　
　

民
間

事
業

者
や

N
P

０
な

ど
に

任
せ

ら
れ

る
業

務
が

あ
る

　
　

　
　

当
該

事
業

の
内

容
が

一
部

の
受

益
者

（
特

定
の

個
人

や
団

体
）
に

偏
っ

て
い

る
　

（
公

平
性

）

　
　

　
　

類
似

事
業

と
の

統
廃

合
・
連

携
の

可
能

性
が

あ
る

＜
T
o
ta

l判
定

の
根

拠
な

ど
、

効
率

性
・
妥

当
性

に
関

す
る

補
足

説
明

＞

経
営

資
源

の
投

入
量

課
　

題

□
課

題
と

対
応

方
策

評
価

シ
ー

ト
：Ｐ

２
□

事
業

の
点

検

利
用
者
の
安
全
確
保
を
考
慮
し
、
修
繕
箇
所
に
優
先
順
位
を
付
け
る
な
ど
し
、
維
持

管
理
を
図
っ
て
い
く
。

施
設
は
全
体
的
に
老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
利
用
者
の
安
全
で
快
適
な
利
用
の
た

め
に
も
、
計
画
的
な
改
修
工
事
及
び
維
持
管
理
が
必
要
で
あ
る
。

生
涯

学
習

課
長

教
育

部
長

事
務

事
業

の
必

要
性

事
務

事
業

の
目

標
の

達
成

状
況

下
妻
市
施
設
等
総
合
管
理
計
画
を
踏
ま
え
、
今
後
の
維
持
管
理
を
計
画
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
維
持
管

理
に
必
要
な
財
源
の
確
保
の
た
め
、
適
正
な
料
金
の
見
直
し
も
必
要
で
あ
る
。

適
正
な
施
設
管
理
を
継
続
し
て
い
く
と
と
も
に
、
市
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実
施
計

画
と
の
整
合
性
を
と
り
つ
つ
、
計
画
的
な
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
く
。

次
年

度
(H

2
9
年

度
)

に
お

け
る

対
応

方
策

中
長

期
的

な
視

点
で

の
対

応
方

策

評
価

者

　
　

【
必

要
性

　
Ｔ

ｏ
ｔａ

ｌ判
定

】

　
　

  
  
 成

果
に

関
す

る
昨

年
度

の
目

標
は

概
ね

達
成

で
き

た

　
　

  
　

 「
取

り
組

み
方

針
（
改

善
方

針
）
」
な

ど
指

標
に

表
れ

な
い

事
項

に
つ

い
て

昨
年

度
の

目
標

は
達

成
で

き
た

運
動
公
園
の
利
用
に
よ
り
、
利
用
者
は
安
全
に
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
環
境
を
維
持
す
る
こ
と
は
、

体
育
及
び
文
化
の
普
及
振
興
、
ま
た
健
康
の
向
上
の
た
め
に
も
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
事
業
の
必
要
性

は
高
い
。

　
　

　
　

活
動

（
量

）
に

関
す

る
昨

年
度

の
目

標
は

概
ね

達
成

で
き

た

事
業

の
方

向
性

今
ま
で
の
維
持
管
理
は
継
続
し
な
が
ら
も
、
安
全
で
快
適
な
利
用
の
た
め
に
も
修
繕
の

計
画
及
び
実
行
を
進
め
て
い
く
。
特
に
、
安
全
性
が
問
わ
れ
る
も
の
を
優
先
的
に
修
繕

し
て
い
く
。

次
年

度
(H

2
9
年

度
)

の
取

組
方

針
（
改

善
方

針
）

評
価

者

事
業

の
方

向
性

事
務

事
業

手
法

の
効

率
性

・
妥

当
性

１
次

評
価

　
【
担

当
課

評
価

】

２
次

評
価

【
部

長
評

価
】

方
向

付
け

の
理

由
と

改
革

･改
善

の
内

容

(「
完

了
･終

了
」
「
現

状
の

ま
ま

継
続

」
以

外
を

選
択

し
た

場
合

は
記

入
必

須
)

　
　

【
目

的
の

達
成

状
況

　
T
o
ta

l判
定

】

　
　

【
効

率
性

・
妥

当
性

　
T
o
ta

l判
定

】

利
用
者
が
安
全
で
快
適
な
環
境
の
下
、
施
設
を
利
用
で
き
る
よ
う
維
持
管
理
に
努
め
、
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
活

動
指
標
は
、
目
標
を
達
成
で
き
た
が
、
成
果
指
標
は
、
目
標
を
大
幅
に
下
回
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
例
年
通
り
の
利

用
者
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
事
業
は
期
待
通
り
の
成
果
が
あ
り
概
ね
目
標
を
達
成
で
き
た
。

□
次

年
度

(H
2
9
年

度
)の

事
業

の
方

向
性

・
実

施
方

針

削
減

本
年

度
並

み
増

加

削
減

本
年

度
並

み
増

加

継
続

廃
止

・
休

止
完

了
・
終

了
統

廃
合

・
連

携

A
：
見

直
し
の
余

地
は
無

い
B
：
見

直
し
の
余

地
が
あ
る

C
：
見

直
し
が
必

要
で
あ
る

Ａ
：
事
業
は
期
待
通
り
の
成
果
が
あ
り
目
標
を
達
成
で
き
た

B
：
事

業
は
期

待
し
た
ほ
ど
の
成

果
が
見

ら
れ
な
い

C
：
事

業
は
成

果
が
少

な
く
今

後
向

上
の
見

込
み
も
な
い

A
：
現

在
も
必

要
性

は
高

い
B
：
必
要
性
が
低
く
な
っ
て
い
る

Ｃ
：
必

要
性

が
な
く
な
っ
て
い
る

現
状
の
ま
ま
継
続

簡
素
化
す
る

効
率
化
を
図
る

手
段
を
改
善
す
る

重
点
化
す
る

見
直

し
の
上

で
継

続
廃

止
・
休

止
完

了
・
終

了
統

廃
合

・
連
携

見
直

し
の

内
容

を
選

択
し

て
く
だ

さ
い

（
複

数
選

択
可

）
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（
平

成
年

度
）

種
類

講
座

実
績

目
標

教
室
開
催
回
数

9
0
0

教
室
開
催
募
集
回
数

3
9
0

指
標

名

指
標

名

教
室
開
設
募
集
回
数

広
報
に
よ
り
、
募
集
し
た
回
数

説
明

公
民
館
及
び
地
区
館
で
開
設
し
た
教
室
数

□
評

価
指

標

心
豊
か
に
生
き
る
た
め
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
市
民
が
幅
広
く
参
加
で
き
る
よ
う
各
種
講
座
を
開
催
す
る
。

使
用
料
及
び
賃
借
料
（
リ
ー
ス
料
）

役
務
費
（
郵
便
料
）

1
0
-
5
-
2

9
2

3
7
0

成
果

指
標

実
績

実
績

歳
出

計
+
職

員
人

件
費

（
千

円
）

1
,5
7
5

計
（
千

円
）

需
用
費
（
消
耗
品
）

款
・
項

・
目

回 目
標

活
動

指
標

成
果

指
標

教
室
受
講
者
人
数

教
室
開
催
回
数

人

　
受
講
内
容
に
よ
り
、
教
室
日
数
や
受
講
者
人
数
に
若
干
の
違
い
は
あ
る
が
す
べ
て
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

活
動

指
標

成
果

指
標

教
室
受
講
者
人
数

目
標

3
9
0

公
民
館
及
び
地
区
館
の
教
室
受
講
者
数

各
館
で
の
教
室
開
催
回
数

平
成

2
7
年

度
平

成
2
8
年

度

3
7

種
類

部
課

名

事
務

事
業

名

□
評

価
対

象
事

業
費

3
,5
5
8

3
,1
7
3

事
業

区
分

実
施

形
態

関
係

法
令

条
例

等

総 合 計 画 上

の 位 置 づ け
個

別
施

策 報
償
費
（
報
償
金
）

事
務

事
業

の
内

容
（
概

要
）

1
0
-
5
-
2

分
野

別
施

策
【
項

】

教
室
受
講
者
及
び
市
民

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
多
彩
な
講
座
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
学
習
意
欲
や
教
養
の
向
上
、
市
民
と
の
交
流
を
深
め
る
よ
う
活
動
を
支
援
す
る
。

回関
連

個
別

計
画

新
規

／
継

続

0
1

3
．
人
が
活
き
活
き
と
心
豊
か
に
暮
ら
す
文
化
創
造
都
市
を
目
指
し
て

公
民

館
教

室
事

業

事
業

年
度

期
限

年
度

～
平

成

係
2
7

整
理

番
号

部
千
代
川
公
民
館

7
課

教
育
部

公
民
館

2
8

教
室
開
設
数

単
位

説
明

（
主

な
明

細
等

）

4
5
9

県
支

出
金

県
支

出
金3
．
家
庭
や
地
域
の
人
材
の
育
成
を
図
り
ま
す

政
策

(目
標

)【
章

】

主
要

施
策

【
節

】

1
．
地
域
と
社
会
で
生
涯
に
わ
た
り
学
習
・
教
育
が
で
き
る
機
会
を
提
供
し
ま
す
/
生
涯
学
習
、
公
民
館

事
務

事
業

の
対

象
・
受

益
者

そ
の

他

3
,1
7
3

平
成

2
7
年

度
（
決

算
）

国
庫

支
出

金

平
成

2
8
年

度
（
予

算
）

3
,0
8
8

各
公
民
館
・
各
市
民
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
3
7
教
室
の

開
催
。

　
前
期
パ
ソ
コ
ン
は
じ
め
て
講
座
・エ

ク
セ
ル
基
礎
を

含
め
1
5
講
座
、
後
期
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
門
講
座
・
エ

ク
セ
ル
入
門
で
名
簿
作
成
講
座
な
ど
1
5
講
座

合
計
3
0
講
座

事
業

内
容

財
源

内
訳

公
民
館
の
充
実
（
3
-
3
-
1
③
）

事
務

事
業

の
目

的
（
成

果
）

各
公
民
館
・
各
市
民
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
3
7
教
室
の

開
催
。

　
前
期
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
・ワ

ー
ド
（文

書
作
成
）

初
心
者
を
含
め
15
講
座
、
後
期
ワ
ー
ド
で
表
入
り
文

書
実
用
。
エ
ク
セ
ル
で
グ
ラ
フ
講
座
な
ど
11
講
座

合
計
2
6
講
座

計

一
般

財
源

4
7
0

市
債

そ
の

他

国
庫

支
出

金

3
,5
5
8

市
債

一
般

財
源

2
,7
1
4

計

1
,0
0
0

1
,0
7
1

7

実
績

活
動

指
標

3
7

3
7

目
標

役
務
費
（
郵
便
料
）

職
員

人
件

費
計

（
千

円
）

人
件

費

評
価

シ
ー

ト
：Ｐ

１
事

務
事

業
評

価
シ

ー
ト

需
用
費
（
消
耗
品
）

款
・
項

・
目

1
,6
7
0

報
償
費
（
報
償
金
）

使
用
料
及
び
賃
借
料
（
リ
ー
ス
料
）

総
事

業
費

延
べ

業
務

時
間

（
時

間
）

3
正

規
職

員
従

事
人

数
（
人

）

歳
出

内
訳

1
,3
9
0

金
額

（
千

円
）

1
,3
9
0

目
標

達
成

状
況

の
評

価

5
5
0

4
,7
4
8

金
額

（
千

円
）

説
明

（
主

な
明

細
等

）

2
1

　
募
集
要
項
に
従
い
す
べ
て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
パ
ソ
コ
ン
操
作
能
力
向
上
に
対
す
る
市
民
の
ニ
ー
ズ
は
高
く
、
市
民
の
情
報
活
用
能
力
の

向
上
に
寄
与
し
て
い
る
。

教
室
開
設
数

2
3

9
5

2
,0
5
0

5

5

無
有

実
施

計
画

事
業

実
施

計
画

外

直
営

委
託

負
担

金
補

助
金

新
規

継
続

－24－



　
　

　
　

事
務

事
業

の
目

的
は

、
市

の
政

策
体

系
と

結
び

つ
い

て
い

る
 (
総

合
計

画
な

ど
）

　
　

　
　

法
定

受
託

事
務

で
あ

る
な

ど
、

市
が

実
施

す
る

義
務

が
あ

る

　
　

　
　

事
業

を
休

廃
止

し
た

場
合

、
市

民
生

活
（
行

政
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

）
に

深
刻

な
影

響
が

発
生

す
る

　
　

　
　

事
業

開
始

か
ら

の
社

会
情

勢
の

変
化

を
踏

ま
え

て
も

十
分

な
ニ

ー
ズ

が
あ

る

　
＜

T
o
ta

l判
定

の
根

拠
な

ど
、

必
要

性
に

関
す

る
補

足
説

明
＞

　
事

業
費

：
％

％

　
労

働
量

：
％

％

　
＜

T
o
ta

l判
定

の
根

拠
な

ど
、

目
的

達
成

状
況

に
関

す
る

補
足

説
明

＞

　
　

　
　

社
会

情
勢

や
ニ

ー
ズ

の
変

化
等

を
踏

ま
え

る
と

、
サ

ー
ビ

ス
対

象
・
水

準
を

見
直

す
必

要
が

あ
る

　
　

　
　

事
業

費
や

人
件

費
な

ど
の

コ
ス

ト
を

下
げ

る
余

地
が

あ
る

　
　

　
　

民
間

事
業

者
や

N
P

０
な

ど
に

任
せ

ら
れ

る
業

務
が

あ
る

　
　

　
　

当
該

事
業

の
内

容
が

一
部

の
受

益
者

（
特

定
の

個
人

や
団

体
）
に

偏
っ

て
い

る
　

（
公

平
性

）

　
　

　
　

類
似

事
業

と
の

統
廃

合
・
連

携
の

可
能

性
が

あ
る

＜
T
o
ta

l判
定

の
根

拠
な

ど
、

効
率

性
・
妥

当
性

に
関

す
る

補
足

説
明

＞

経
営

資
源

の
投

入
量

課
　

題

□
課

題
と

対
応

方
策

評
価

シ
ー

ト
：Ｐ

２
□

事
業

の
点

検

　
受
講
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
講
座
内
容
の
充
実
を
図
っ
た
運
営
を
す
る
。

　
高
齢
者
の
参
加
が
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
幅
広
い
世
代
の
参
加
が
期
待
で
き
る
内

容
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
ＩＴ

事
業
に
つ
い
て
は
市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が
ら
を
支
援
し
て
い
く
か
が
課
題
で

あ
る
。

公
民

館
長

教
育

部
長

事
務

事
業

の
必

要
性

事
務

事
業

の
目

標
の

達
成

状
況

　
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
新
し
い
講
座
の
開
催
に
よ
り
、
学
習
機
会
の
適
応
に
努
め
る
と
と
も
に
自
主
活
動
（
ク
ラ

ブ
化
）
の
育
成
を
図
る
。

　
パ
ソ
コ
ン
教
室
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
情
報
化
の
進
展
を
見
な
が
ら
内
容
の
見
通
し
を
図
っ
て
い
く
。

　
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
講
座
の
開
催
と
新
規
分
野
の
教
室
開
設
を
進
め
て
い

く
。

次
年

度
(H

2
9
年

度
)

に
お

け
る

対
応

方
策

中
長

期
的

な
視

点
で

の
対

応
方

策

評
価

者

　
　

【
必

要
性

　
Ｔ

ｏ
ｔａ

ｌ判
定

】

　
　

  
  
 成

果
に

関
す

る
昨

年
度

の
目

標
は

概
ね

達
成

で
き

た

　
　

  
　

 「
取

り
組

み
方

針
（
改

善
方

針
）
」
な

ど
指

標
に

表
れ

な
い

事
項

に
つ

い
て

昨
年

度
の

目
標

は
達

成
で

き
た

　
生
涯
学
習
を
担
う
事
業
と
し
て
魅
力
あ
る
事
業
展
開
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
教
室
内
容
が
受
講
生
の
要
望
を

反
映
さ
せ
た
も
の
で
学
習
欲
・教

養
の
向
上
の
場
の
提
供
し
て
い
る
。

　
　

　
　

活
動

（
量

）
に

関
す

る
昨

年
度

の
目

標
は

概
ね

達
成

で
き

た

事
業

の
方

向
性

　
受
講
者
層
の
拡
大
を
図
れ
る
よ
う
な
工
夫
し
た
企
画
を
す
る
。

次
年

度
(H

2
9
年

度
)

の
取

組
方

針
（
改

善
方

針
）

評
価

者

事
業

の
方

向
性

事
務

事
業

手
法

の
効

率
性

・
妥

当
性

１
次

評
価

　
【
担

当
課

評
価

】

２
次

評
価

【
部

長
評

価
】

方
向

付
け

の
理

由
と

改
革

･改
善

の
内

容

(「
完

了
･終

了
」
「
現

状
の

ま
ま

継
続

」
以

外
を

選
択

し
た

場
合

は
記

入
必

須
)

　
　

【
目

的
の

達
成

状
況

　
T
o
ta

l判
定

】

　
　

【
効

率
性

・
妥

当
性

　
T
o
ta

l判
定

】

　
開
講
に
当
た
っ
て
は
、
受
講
生
の
要
望
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
内
容
の
充
実
に
努
め
た
の
で
受
講
生
も
意
欲
的
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

□
次

年
度

(H
2
9
年

度
)の

事
業

の
方

向
性

・
実

施
方

針

削
減

本
年

度
並

み
増

加

削
減

本
年

度
並

み
増

加

継
続

廃
止

・
休

止
完

了
・
終

了
統

廃
合

・
連

携

A
：
見

直
し
の
余

地
は
無

い
B
：
見

直
し
の
余

地
が
あ
る

C
：
見

直
し
が
必

要
で
あ
る

Ａ
：
事
業
は
期
待
通
り
の
成
果
が
あ
り
目
標
を
達
成
で
き
た

B
：
事

業
は
期

待
し
た
ほ
ど
の
成

果
が
見

ら
れ
な
い

C
：
事

業
は
成

果
が
少

な
く
今

後
向

上
の
見

込
み
も
な
い

A
：
現

在
も
必

要
性

は
高

い
B
：
必
要
性
が
低
く
な
っ
て
い
る

Ｃ
：
必

要
性

が
な
く
な
っ
て
い
る

現
状
の
ま
ま
継
続

簡
素
化
す
る

効
率
化
を
図
る

手
段
を
改
善
す
る

重
点
化
す
る

見
直

し
の
上

で
継

続
廃

止
・
休

止
完

了
・
終

了
統

廃
合

・
連
携

見
直

し
の

内
容

を
選

択
し

て
く
だ

さ
い

（
複

数
選

択
可

）
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（
平

成
年

度
）

金
額

（
千

円
） 1
6
2

目
標

達
成

状
況

の
評

価

1
3
,5
2
1

金
額

（
千

円
）

説
明

（
主

な
明

細
等

）

5
,0
7
3

老
朽
化
し
た
施
設
を
定
期
的
に
点
検
し
て
、
維
持
管
理
に
取
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

利
用
団
体
数

5
,1
9
2

3
0
0

2
,8
5
6

1
6

1
6

役
務

費

職
員

人
件

費
計

（
千

円
）

人
件

費

評
価

シ
ー

ト
：Ｐ

１
事

務
事

業
評

価
シ

ー
ト

委
託

料

款
・
項

・
目

2
,8
6
8

需
用

費

使
用
料
及
び
賃
借
料

総
事

業
費

延
べ

業
務

時
間

（
時

間
）

正
規

職
員

従
事

人
数

（
人

）

歳
出

内
訳

5
5

1
7
0

2
0
,1
2
8

2
0
,1
2
8

1
6

実
績

活
動

指
標

1
,4
2
6

1
,5
0
0

目
標

事
務

事
業

の
目

的
（
成

果
）

各
市
民
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
に
業
務
委
託

施
設
の
修
繕
工
事

計

一
般

財
源

2
0

市
債

そ
の

他

国
庫

支
出

金

8
,8
1
8

市
債

一
般

財
源

1
3
,5
1
9

計

単
位

説
明

（
主

な
明

細
等

）

2

県
支

出
金

県
支

出
金3
．
家
庭
や
地
域
の
人
材
の
育
成
を
図
り
ま
す

政
策

(目
標

)【
章

】

主
要

施
策

【
節

】

1
．
地
域
と
社
会
で
生
涯
に
わ
た
り
学
習
・
教
育
が
で
き
る
機
会
を
提
供
し
ま
す
/
生
涯
学
習
、
公
民
館

事
務

事
業

の
対

象
・
受

益
者

そ
の

他

1
3
,5
2
1

平
成

2
7
年

度
（
決

算
）

国
庫

支
出

金

平
成

2
8
年

度
（
予

算
）

8
,7
9
8

各
市
民
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
に
業
務
委
託

施
設
の
修
繕
工
事

事
業

内
容

財
源

内
訳

生
涯
学
習
活
動
の
推
進
　
（
3
-
3
-
1
①
）

市
民
セ
ン
タ
ー
施
設
及
び
利
用
者

地
区
住
民
に
研
修
と
相
互
交
流
の
場
を
提
供
す
る
。

回関
連

個
別

計
画

新
規

／
継

続

3
．
人
が
活
き
活
き
と
心
豊
か
に
暮
ら
す
文
化
創
造
都
市
を
目
指
し
て

市
民

セ
ン
タ
ー

管
理

事
業

事
業

年
度

期
限

年
度

～
平

成

係
2
7

整
理

番
号

部
千
代
川
公
民
館

7
課

教
育
部

公
民
館

2
8

利
用
団
体
数

部
課

名

事
務

事
業

名

□
評

価
対

象
事

業
費

8
,8
1
8

1
3
,5
2
1

事
業

区
分

実
施

形
態

関
係

法
令

条
例

等

総 合 計 画 上

の 位 置 づ け
個

別
施

策 需
用

費

事
務

事
業

の
内

容
（
概

要
）

６
・
１
・
１
３

分
野

別
施

策
【
項

】

委
託

料

款
・
項

・
目

目
標

活
動

指
標

成
果

指
標

利
用
者
数

人

前
年
度
よ
り
、
施
設
利
用
団
体
数
、
施
設
利
用
者
数
と
も
に
増
加
し
た
。

活
動

指
標

成
果

指
標

利
用
者
数

目
標

市
民
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
数

平
成

2
7
年

度
平

成
2
8
年

度

1
,4
0
0

種
類

成
果

指
標

3
0
0

実
績

工
事

請
負

費
5
,1
0
8

備
品

購
入

費

実
績

歳
出

計
+
職

員
人

件
費

（
千

円
）

0

工
事

請
負

費

計
（
千

円
）

種
類

団
体

実
績

目
標

2
4
,0
0
0

施
設
点
検
回
数

指
標

名

指
標

名

施
設
点
検
回
数

施
設
を
点
検
す
る
回
数説

明

市
民
セ
ン
タ
ー
の
利
用
団
体
数

□
評

価
指

標

下
妻
市
高
道
祖
市
民
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

下
妻
市
多
目
的
研
修
集
会
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

各
市
民
セ
ン
タ
ー
ご
と
に
運
営
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
施
設
の
管
理
運
営
を
委
託
し
て
い
る
。
大
規
模
な
修
繕
・改

修
等
に
つ
い
て
は
直
営
で
実
施
し
て
い
る
。

使
用
料
及
び
賃
借
料

役
務

費

６
・
１
・
１
３

2
5
5

無
有

実
施

計
画

事
業

実
施

計
画

外

直
営

委
託

負
担

金
補

助
金

新
規

継
続
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事
務

事
業

の
目

的
は

、
市

の
政

策
体

系
と

結
び

つ
い

て
い

る
 (
総

合
計

画
な

ど
）

　
　

　
　

法
定

受
託

事
務

で
あ

る
な

ど
、

市
が

実
施

す
る

義
務

が
あ

る

　
　

　
　

事
業

を
休

廃
止

し
た

場
合

、
市

民
生

活
（
行

政
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

）
に

深
刻

な
影

響
が

発
生

す
る

　
　

　
　

事
業

開
始

か
ら

の
社

会
情

勢
の

変
化

を
踏

ま
え

て
も

十
分

な
ニ

ー
ズ

が
あ

る

　
＜

T
o
ta

l判
定

の
根

拠
な

ど
、

必
要

性
に

関
す

る
補

足
説

明
＞

　
事

業
費

：
％

％

　
労

働
量

：
％

％

　
＜

T
o
ta

l判
定

の
根

拠
な

ど
、

目
的

達
成

状
況

に
関

す
る

補
足

説
明

＞

　
　

　
　

社
会

情
勢

や
ニ

ー
ズ

の
変

化
等

を
踏

ま
え

る
と

、
サ

ー
ビ

ス
対

象
・
水

準
を

見
直

す
必

要
が

あ
る

　
　

　
　

事
業

費
や

人
件

費
な

ど
の

コ
ス

ト
を

下
げ

る
余

地
が

あ
る

　
　

　
　

民
間

事
業

者
や

N
P

０
な

ど
に

任
せ

ら
れ

る
業

務
が

あ
る

　
　

　
　

当
該

事
業

の
内

容
が

一
部

の
受

益
者

（
特

定
の

個
人

や
団

体
）
に

偏
っ

て
い

る
　

（
公

平
性

）

　
　

　
　

類
似

事
業

と
の

統
廃

合
・
連

携
の

可
能

性
が

あ
る

＜
T
o
ta

l判
定

の
根

拠
な

ど
、

効
率

性
・
妥

当
性

に
関

す
る

補
足

説
明

＞

身
近
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
等
集
会
の
場
で
あ
り
、
農
業
及
び
生
涯
学
習
の
施
設
と
し
て
、
教
育
・文

化
の
振
興
を
図
る
た

め
、
施
設
利
用
を
提
供
し
て
お
り
妥
当
で
あ
る
。

安
心
安
全
で
快
適
な
施
設
運
営
の
た
め
、
計
画
的
な
改
修
・修

繕
を
実
施
す
る
。

次
年

度
(H

2
9
年

度
)

に
お

け
る

対
応

方
策

中
長

期
的

な
視

点
で

の
対

応
方

策

評
価

者

　
　

【
必

要
性

　
Ｔ

ｏ
ｔａ

ｌ判
定

】

　
　

  
  
 成

果
に

関
す

る
昨

年
度

の
目

標
は

概
ね

達
成

で
き

た

　
　

  
　

 「
取

り
組

み
方

針
（
改

善
方

針
）
」
な

ど
指

標
に

表
れ

な
い

事
項

に
つ

い
て

昨
年

度
の

目
標

は
達

成
で

き
た

市
民
の
集
会
施
設
と
し
て
、
ま
た
、
学
習
機
会
を
提
供
す
る
施
設
で
も
あ
る
た
め
、
施
設
に
維
持
管
理
の
充
実
を
図
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　

　
　

活
動

（
量

）
に

関
す

る
昨

年
度

の
目

標
は

概
ね

達
成

で
き

た

事
業

の
方

向
性

４
市
民
セ
ン
タ
ー
と
も
、
全
体
的
に
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
計
画
的
な
修
繕
工

事
が
必
要
で
あ
る
。

次
年

度
(H

2
9
年

度
)

の
取

組
方

針
（
改

善
方

針
）

評
価

者

事
業

の
方

向
性

事
務

事
業

手
法

の
効

率
性

・
妥

当
性

１
次

評
価

　
【
担

当
課

評
価

】

２
次

評
価

【
部

長
評

価
】

方
向

付
け

の
理

由
と

改
革

･改
善

の
内

容

(「
完

了
･終

了
」
「
現

状
の

ま
ま

継
続

」
以

外
を

選
択

し
た

場
合

は
記

入
必

須
)

　
　

【
目

的
の

達
成

状
況

　
T
o
ta

l判
定

】

　
　

【
効

率
性

・
妥

当
性

　
T
o
ta

l判
定

】

施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
修
繕
箇
所
等
課
題
は
あ
っ
た
が
、
地
域
住
民
が
利
用
す
る
施
設
と
し
て
、
概
ね
達
成
で
き
た
。

□
次

年
度

(H
2
9
年

度
)の

事
業

の
方

向
性

・
実

施
方

針

事
務

事
業

の
必

要
性

事
務

事
業

の
目

標
の

達
成

状
況

公
民

館
長

教
育

部
長

課
　

題

□
課

題
と

対
応

方
策

評
価

シ
ー

ト
：Ｐ

２
□

事
業

の
点

検

４
市
民
セ
ン
タ
ー
と
も
、
全
体
的
に
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
の
で
、
予
算
の
範
囲
内

で
、
計
画
的
な
修
繕
工
事
を
行
う
。

利
用
者
が
施
設
を
快
適
に
利
用
す
る
た
め
、
限
ら
れ
た
予
算
の
範
囲
内
で
、
不
良
箇

所
等
を
随
時
改
修
し
、
良
好
な
環
境
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

経
営

資
源

の
投

入
量

削
減

本
年

度
並

み
増

加

削
減

本
年

度
並

み
増

加

継
続

廃
止

・
休

止
完

了
・
終

了
統

廃
合

・
連

携

A
：
見

直
し
の
余

地
は
無

い
B
：
見

直
し
の
余

地
が
あ
る

C
：
見

直
し
が
必

要
で
あ
る

Ａ
：
事
業
は
期
待
通
り
の
成
果
が
あ
り
目
標
を
達
成
で
き
た

B
：
事

業
は
期

待
し
た
ほ
ど
の
成

果
が
見

ら
れ
な
い

C
：
事

業
は
成

果
が
少

な
く
今

後
向

上
の
見

込
み
も
な
い

A
：
現

在
も
必

要
性

は
高

い
B
：
必
要
性
が
低
く
な
っ
て
い
る

Ｃ
：
必

要
性

が
な
く
な
っ
て
い
る

現
状
の
ま
ま
継
続

簡
素
化
す
る

効
率
化
を
図
る

手
段
を
改
善
す
る

重
点
化
す
る

見
直

し
の
上

で
継

続
廃

止
・
休

止
完

了
・
終

了
統

廃
合

・
連
携

見
直

し
の

内
容

を
選

択
し

て
く
だ

さ
い

（
複

数
選

択
可

）
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（
平

成
年

度
）

金
額

（
千

円
）

目
標

達
成

状
況

の
評

価

3
7
6

1
,2
8
7

金
額

（
千

円
）

説
明

（
主

な
明

細
等

）

5
月
の
特
別
整
理
期
間
の
中
で
、
蔵
書
点
検
対
象
資
料
数
1
8
0
,4
2
4
点
を
照
合
し
た
。
ま

た
、
資
料
修
理
は
、
職
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
で
定
期
的
に
行
っ
た
が
、
目
標
よ
り
1日

少
な
い

結
果
と
な
っ
た
。

蔵
書
点
検
作
業
点
数

2
0
7

4
4

4
4

タ
ト
ル
テ
ー
プ
等

職
員

人
件

費
計

（
千

円
）

人
件

費

評
価

シ
ー

ト
：Ｐ

１
事

務
事

業
評

価
シ

ー
ト

款
・
項

・
目

3
タ
ト
ル
テ
ー
プ
等

総
事

業
費

延
べ

業
務

時
間

（
時

間
）

4
正

規
職

員
従

事
人

数
（
人

）

歳
出

内
訳

1
5

1
7

4
5

実
績

活
動

指
標

1
9
1
,0
4
0

1
9
0
,0
0
0

目
標

事
務

事
業

の
目

的
（
成

果
）

蔵
書
点
検
年
1
回
、
書
架
整
理
月
１
回
、
資
料
修
理

週
１
回
、
資
料
装
備
随
時

計

一
般

財
源

市
債

そ
の

他

国
庫

支
出

金

0

市
債

一
般

財
源

計

単
位

説
明

（
主

な
明

細
等

）

県
支

出
金

県
支

出
金2
．
地
域
の
文
化
を
育
み
ス
ポ
ー
ツ
の
輪
を
広
げ
ま
す

政
策

(目
標

)【
章

】

主
要

施
策

【
節

】

1
．
文
化
活
動
の
振
興
と
図
書
館
の
充
実
を
図
り
ま
す
/
芸
術
・
文
化
、
図
書
館
、
公
民
館

事
務

事
業

の
対

象
・
受

益
者

そ
の

他

0

平
成

2
7
年

度
（
決

算
）

国
庫

支
出

金

平
成

2
8
年

度
（
予

算
）

蔵
書
点
検
年
1
回
、
書
架
整
理
月
１
回
、
資
料
修
理

週
１
回
、
資
料
装
備
随
時

事
業

内
容

財
源

内
訳

図
書
館
事
業
の
推
進
　
（
3
-
2
-
1
④
）

市
民

市
民
の
教
養
、
調
査
研
究
等
に
資
す
る
た
め
、
計
画
的
に
蔵
書
管
理
を
し
、
利
用
者
か
ら
の
要
求
に
対
し
、
適
切
な
資
料
提
供
を
す
る
こ
と
に
よ
り
教
育
と
文
化
の
向
上
を
図
る
。

回関
連

個
別

計
画

新
規

／
継

続

3
．
人
が
活
き
活
き
と
心
豊
か
に
暮
ら
す
文
化
創
造
都
市
を
目
指
し
て

蔵
書

管
理

事
業

事
業

年
度

期
限

年
度

～
平

成

係
2
7

整
理

番
号

部
サ
ー
ビ
ス
係

7
課

教
育
部

図
書
館

2
7

蔵
書
点
検
作
業
点
数

部
課

名

事
務

事
業

名

□
評

価
対

象
事

業
費

2
0
7

2
1
0

事
業

区
分

実
施

形
態

関
係

法
令

条
例

等

総 合 計 画 上

の 位 置 づ け
個

別
施

策

資
料
用
バ
ー
コ
ー
ド
等

事
務

事
業

の
内

容
（
概

要
）

分
野

別
施

策
【
項

】

款
・
項

・
目

点 目
標

活
動

指
標

成
果

指
標

不
明
本
点
数

修
理
資
料
点
数

点

蔵
書
点
検
に
お
け
る
所
在
不
明
本
は
、
1
7
点
と
目
標
よ
り
2
点
多
い
結
果
と
な
っ
た
。
予
算

厳
し
い
折
、
資
料
修
理
に
よ
り
、
年
間
1
,1
2
2
点
の
資
料
が
再
生
し
利
用
可
能
と
な
っ
た
。

活
動

指
標

成
果

指
標

不
明
本
点
数

目
標

1
,1
2
2

蔵
書
目
録
の
中
で
、
紛
失
し
て
い
る
資
料
の
点

数 修
理
を
し
て
、
利
用
可
能
に
な
っ
た
資
料
の
点

数

平
成

2
7
年

度
平

成
2
8
年

度

1
9
6
,0
0
0

種
類

8
5
0

成
果

指
標

実
績

実
績

歳
出

計
+
職

員
人

件
費

（
千

円
）

1
,0
7
7

計
（
千

円
）

種
類

蔵
書
点
検
計
画

点 実
績

目
標

修
理
資
料
点
数

1
5

資
料
修
理
実
施
回
数

8
5
0

指
標

名

指
標

名

資
料
修
理
実
施
回
数

汚
損
、
破
損
等
で
利
用
が
で
き
な
く
な
っ
た
資

料
の
修
理
を
行
う
回
数説

明

年
1
回
蔵
書
目
録
と
蔵
書
を
照
合
し
、
蔵
書
の

現
状
や
紛
失
資
料
の
把
握
を
行
う
蔵
書
点
数

□
評

価
指

標

図
書
館
法
、
下
妻
市
立
図
書
館
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
・
施
行
規
則

利
用
者
へ
の
適
切
な
資
料
提
供
の
た
め
、
計
画
的
に
蔵
書
点
検
、
書
架
整
理
、
修
理
、
装
備
を
し
蔵
書
管
理
を
す
る
。

2
0
7

無
有

実
施

計
画

事
業

実
施

計
画

外

直
営

委
託

負
担

金
補

助
金

新
規

継
続
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事
務

事
業

の
目

的
は

、
市

の
政

策
体

系
と

結
び

つ
い

て
い

る
 (
総

合
計

画
な

ど
）

　
　

　
　

法
定

受
託

事
務

で
あ

る
な

ど
、

市
が

実
施

す
る

義
務

が
あ

る

　
　

　
　

事
業

を
休

廃
止

し
た

場
合

、
市

民
生

活
（
行

政
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

）
に

深
刻

な
影

響
が

発
生

す
る

　
　

　
　

事
業

開
始

か
ら

の
社

会
情

勢
の

変
化

を
踏

ま
え

て
も

十
分

な
ニ

ー
ズ

が
あ

る

　
＜

T
o
ta

l判
定

の
根

拠
な

ど
、

必
要

性
に

関
す

る
補

足
説

明
＞

　
事

業
費

：
％

％

　
労

働
量

：
％

％

　
＜

T
o
ta

l判
定

の
根

拠
な

ど
、

目
的

達
成

状
況

に
関

す
る

補
足

説
明

＞

　
　

　
　

社
会

情
勢

や
ニ

ー
ズ

の
変

化
等

を
踏

ま
え

る
と

、
サ

ー
ビ

ス
対

象
・
水

準
を

見
直

す
必

要
が

あ
る

　
　

　
　

事
業

費
や

人
件

費
な

ど
の

コ
ス

ト
を

下
げ

る
余

地
が

あ
る

　
　

　
　

民
間

事
業

者
や

N
P

０
な

ど
に

任
せ

ら
れ

る
業

務
が

あ
る

　
　

　
　

当
該

事
業

の
内

容
が

一
部

の
受

益
者

（
特

定
の

個
人

や
団

体
）
に

偏
っ

て
い

る
　

（
公

平
性

）

　
　

　
　

類
似

事
業

と
の

統
廃

合
・
連

携
の

可
能

性
が

あ
る

＜
T
o
ta

l判
定

の
根

拠
な

ど
、

効
率

性
・
妥

当
性

に
関

す
る

補
足

説
明

＞

蔵
書
管
理
業
務
に
つ
い
て
は
、
目
標
も
概
ね
達
成
し
て
お
り
、
現
在
の
蔵
書
管
理
で
妥
当
だ
と
思
わ
れ
る
。

よ
り
良
い
蔵
書
管
理
を
図
る
た
め
、
特
別
整
理
期
間
を
利
用
し
て
、
書
架
移
動
や
サ
イ

ン
の
修
正
な
ど
す
る
。
ま
た
、
資
料
修
理
講
習
会
な
ど
へ
の
参
加
を
し
、
所
蔵
管
理
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
。

次
年

度
(H

2
9
年

度
)

に
お

け
る

対
応

方
策

中
長

期
的

な
視

点
で

の
対

応
方

策

評
価

者

　
　

【
必

要
性

　
Ｔ

ｏ
ｔａ

ｌ判
定

】

　
　

  
  
 成

果
に

関
す

る
昨

年
度

の
目

標
は

概
ね

達
成

で
き

た

　
　

  
　

 「
取

り
組

み
方

針
（
改

善
方

針
）
」
な

ど
指

標
に

表
れ

な
い

事
項

に
つ

い
て

昨
年

度
の

目
標

は
達

成
で

き
た

市
民
の
文
化
・
教
養
の
向
上
へ
の
欲
求
は
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
か
か
わ
ら
ず
恒
久
的
な
も
の
で
あ
り
、
図
書
館
は

そ
の
役
割
を
担
う
施
設
で
あ
る
。
こ
の
施
設
で
、
適
切
な
蔵
書
管
理
や
書
架
整
理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
正
確
な
蔵
書
数

の
把
握
や
、
迅
速
な
図
書
等
の
検
索
が
可
能
に
な
り
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
資
料
の
提
供
が
可
能
と
な
る
。

　
　

　
　

活
動

（
量

）
に

関
す

る
昨

年
度

の
目

標
は

概
ね

達
成

で
き

た

事
業

の
方

向
性

ＩＣ
チ
ッ
プ
を
す
べ
て
の
資
料
に
入
れ
る
ＩＣ

図
書
館
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
蔵

書
点
検
が
容
易
に
な
っ
た
り
、
持
出
防
止
シ
ス
テ
ム
を
自
動
化
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
導

入
し
て
い
る
図
書
館
も
増
え
て
き
て
い
る
が
、
現
在
に
お
い
て
は
ま
だ
ま
だ
コ
ス
ト
が
高

い
。
所
蔵
管
理
の
充
実
の
た
め
、
将
来
に
お
い
て
導
入
を
検
討
し
て
い
く
。

次
年

度
(H

2
9
年

度
)

の
取

組
方

針
（
改

善
方

針
）

評
価

者

事
業

の
方

向
性

事
務

事
業

手
法

の
効

率
性

・
妥

当
性

１
次

評
価

　
【
担

当
課

評
価

】

２
次

評
価

【
部

長
評

価
】

方
向

付
け

の
理

由
と

改
革

･改
善

の
内

容

(「
完

了
･終

了
」
「
現

状
の

ま
ま

継
続

」
以

外
を

選
択

し
た

場
合

は
記

入
必

須
)

　
　

【
目

的
の

達
成

状
況

　
T
o
ta

l判
定

】

　
　

【
効

率
性

・
妥

当
性

　
T
o
ta

l判
定

】

活
動
（量

）及
び
成
果
に
関
す
る
目
標
量
も
概
ね
達
成
で
き
た
。
事
務
事
業
の
目
標
に
つ
い
て
は
、
概
ね
達
成
で
き
た

と
い
え
る
。

□
次

年
度

(H
2
9
年

度
)の

事
業

の
方

向
性

・
実

施
方

針

事
務

事
業

の
必

要
性

事
務

事
業

の
目

標
の

達
成

状
況

図
書

館
長

教
育

部
長

課
　

題

□
課

題
と

対
応

方
策

評
価

シ
ー

ト
：Ｐ

２
□

事
業

の
点

検

不
明
本
対
策
と
し
て
Ｂ
Ｄ
Ｓ
（
持
出
防
止
シ
ス
テ
ム
）
の
性
能
を
維
持
し
て
い
く
。
ま
た
、

資
料
修
理
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
同
様
、
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
な
が
ら

実
施
し
て
い
く
。

不
明
本
対
策
と
し
て
、
Ｂ
Ｄ
Ｓ
（
持
出
防
止
シ
ス
テ
ム
）
を
設
置
し
て
お
り
、
今
後
も
不
明

本
の
防
止
に
役
立
て
た
い
。
蔵
書
点
検
も
2
6
年
度
は
点
検
対
象
資
料
数
1
8
0
,4
2
4
点

だ
っ
た
が
、
毎
年
、
蔵
書
点
数
が
増
え
て
い
く
の
で
、
そ
れ
だ
け
時
間
が
か
か
る
よ
う
に

な
っ
て
く
る
。

経
営

資
源

の
投

入
量

削
減

本
年

度
並

み
増

加

削
減

本
年

度
並

み
増

加

継
続

廃
止

・
休

止
完

了
・
終

了
統

廃
合

・
連

携

A
：
見

直
し
の
余

地
は
無

い
B
：
見

直
し
の
余

地
が
あ
る

C
：
見

直
し
が
必

要
で
あ
る

Ａ
：
事
業
は
期
待
通
り
の
成
果
が
あ
り
目
標
を
達
成
で
き
た

B
：
事

業
は
期

待
し
た
ほ
ど
の
成

果
が
見

ら
れ
な
い

C
：
事

業
は
成

果
が
少

な
く
今

後
向

上
の
見

込
み
も
な
い

A
：
現

在
も
必

要
性

は
高

い
B
：
必
要
性
が
低
く
な
っ
て
い
る

Ｃ
：
必

要
性

が
な
く
な
っ
て
い
る

現
状
の
ま
ま
継
続

簡
素
化
す
る

効
率
化
を
図
る

手
段
を
改
善
す
る

重
点
化
す
る

見
直

し
の
上

で
継

続
廃

止
・
休

止
完

了
・
終

了
統

廃
合

・
連
携

見
直

し
の

内
容

を
選

択
し

て
く
だ

さ
い

（
複

数
選

択
可

）
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